


ま　　え　　が　　さ

昭和50年度は前年の不況の引継ぎと言った形で,一部の地場産業では

回復の兆しが見えたが全般的な不況に押し戻された感じで,全体的には依

然として厳しV>環境下に推移した｡

我が国繊維産業は輸出国から輸入国-転落し,国際競争力の喪失によっ

て今後の遠はいずこ-求めるべきか模索せざるを得をい立場に追い込まれ

ているo　しかも業界は近代化された省力化設備による過剰生産,価格低下,

低収益に噂えいで,その対策として設備の縮小,転廃をどがうたわれるよ

うになった｡しかも国内需要は消費の沈帯と併せて需要動向が著しく変わ

わ,多様化の傾向を示している｡このような市場の変化に対して迅速を対

応体制の整備のみ在らず,商品開発,市場開発力を高めてゆく必要があり,

更に地場稜推産業として高付加価値製品の生産-移行してゆかなければな

らをいと思いますo

この秋にあたり当所としてこれら地場産業をはじめ,県内繊維産業各位

の要望に応えるよう職員一同,試験研究,技術指導,情報交換等によって

尽力したいと考えていますo　ここに昭和50年度実施しました業務をまと

めましたのでど高覧,ど活用をお願いすると共にど助言,ご指導をお願い

する次第です｡

昭和　51年1 1月

滋賀県繊維工業指導所

所長　今　井　信　次　郎
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1.位

滋賀県繊維工業指導所

能登川支所

高　島　支　所

明治44年　4月

大正　4年　4月

大正　8年　4月

昭和1 1年　4月

昭和16年　4月

昭和18年10月

置

滋賀県長浜市三ツ矢元町27番5P号⑧526電話(長浜代表) ② 1492番

能登川町佐野市521 - 12電話(能登川)②0017番

新旭町新庄　尋52ロ　ー15　電話(新　旭)　2145番

昭和19年　5月

昭和21年　5月

僻和27年　4月

昭和50年　9月

昭和52年　4月

昭和56年　5月

昭和40年　4月

昭和42年　5月

昭和45年　9月

昭和47年　5月

昭和48年　5月

2.沿　　　　　　　　　革

滋賀県立長浜･能登川工業試験場をそれぞれ設立

長浜･能登川南場を合併しl滋賀県工業試験場となし.能登川に本場

を置き長浜を分場とする｡

滋賀県能登川･長浜工業試験場の2場に分割する｡

能登川工業試験場高島分場を設置

能登川工業試験場を滋賀県染織共同加工指導所と改称

高島分場廃止

長浜工業試験場を滋賀県工業試験場と改称.染撒共同加工指導所円に

併設

染織共同加=指導所を廃止

滋賀県立長浜･能登川両工業試験場をそれぞれ設立

能登川工業試験場と長浜工業試験場とを合併し､滋賀県立繊維工業試

験場を設置

滋賀県立能登川･長浜繊維工業試験場の2場とする｡

長浜･能登川両繊維工業試験場を廃止

滋賀県繊維工業指導所を設置し.長浜に本所を.能登川と高島にそれ

ぞれ支所を置く｡

高島支所新築

能登川支所に繊維開放試験室併設

高島支所移転新築

能登川支所図案室増築

本所本館新築,所長･職員公舎改築

編織および染色仕上加工実験棟新築



3.規 模

3-1　土地および建物

本　　　　所　　　敷　　　　地

建　　　　物

本　　館(鉄筋コンクリート造2階建)

実　験　棟(　　　〝　　　平家建)

ポイラー室(    〟     〟 )

公舎(蛮勇)(コカリート7PLyヴ造2階建) 5芦

品題生者(巌姦毒鋲苧鮎早転事置場)

能登川支所

高　島　支　所

合　　　　計

取草薮建淑建 也

物(鉄骨造　平家建)

地

物(鉄骨造　平家建)

･ll

物(鉄骨造　平家建)

3-2　組織および業務分連

庶　務　　係

技#.指導係

試験研究係

能登川支所

所　　長

i

f

I

f

5,654.O一d

695. 507n2

872. 04m2

5&　557n2

149. 44ガ㌔

7t　77㌔

計1. 825.50nl2

46n lld

14t　257n2

6.6 1. 257n2

205. 78nla

d, 775. 55781

2. 172.51m'

人事･給与･予算に鞠すること

公印･施設･財産の管理に関すること

撞理･物品･文書事務に関すること

公用革･ボイラーの管理その他｢股庶掛こ関すること

技術者研修および研修事業に的すること

巡回技術榊等指導業者に開すろこと

染色整理関係の技術指導に関すること

編魚関係の技術指導に関すること

依頼試巌に関すること

機関紙の発行･文献資料に関すること

舶関係の試巌研究に関すること

染色整理加工技術の試鹸研究に関すること

編撒関係の設備利用に関すること

技術指導に関すること

依頼試験および設備利用に関すること

染織デザインの創作指導に関すること

高島支所工芸悪霊芸誓言孟孟孟用に断ること

3　　　門　番　係〟

所　専　庶

成棉負職3

長　貞　係　長

試験研究係

係　　長

能葦川支所

主　　任

〝

高　島　支　所

主　　任

負更術技

〟

負更蘇辛

〝

〝

技　　　　　師

業　　務　　員

技　術　吏　員

〝

〟

〝

〝

〝

技　術　吏　員

′

8

〝

技　術　吏　員

〝

〝

技　術　吏　員

〝

〝

今　西

富　木　中　中　斉

尾　前　木　鹿　中　川

堀　中　大　福

内　鴨　川

小　吉　浦

村

永　田　川　川　藤

本　川　村　取　川　島

井　川　音　永

藤　貫　添

林　田　島

善

尚　文　春一重

豊　春　忠　幸　貞　良

利　　　　　春

昌　克

井. 伝 郎　夫

史　代　支　部　碓

次　次　義　寿　夫　子

男　哲　美　行

静一茂

幸　己　開



3-4　主要設備機械および整備状況

主要設備糠械

■本　　　所

<試　　税　　関　　係　>

力　　抱　　機(棉.ビロード)　　　　　　　　　整　　鐘　　楼

自　動　抱　機(管.梓替)　　　　　　　　　　　自動緯管巻機

レピアルーム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チーズワインダー

グ1) yパールーム　　　　　　　　　　　　　　　　　　糸　　繰　　機

撚　　糸　　機(.)ング式.イタ7)一式,八丁式,合撚)緯　　煮　　槽

ユニサイザー

ローラー糊付機

サンプルラッセル機

スクリーン捺染機

ロール捺染磯(手動)

真空糸蒸装置

漂　　白　　機

電気植毛横

湯抑ローラー

シリンダードライヤー

熱風乾集積

ワ　ッ　シ　ヤ　ー

高温高圧液流染色機

長集活性汚泥処理装置

張力記録装置

万能抗張力試戟機

布破断強力試験横

糸強伸度試験機

収縮度試験機

ドレープテスター

高速度カメラ

フェードテスター

4

合　　糸　　横

タイングマシン

リードドローイングマシン

<染色､仕上関係>

高温高圧染色機

高温高圧チーズ染色機

噴射式絞染横

布　　染　　穂

高温熱処理横

精　　練　　槽

テ　ン　タ　ー(クリ,プ式)

フェルトカレンダー

エンボスローラー

MPボイラー

<試験品質管理関係>

Jt,-ムアナライザ一

糸抱合力試験機

通気度試験機

保温性試験機

柔軟度試廉機

フウアイメーター

パルスカメ　ラ

ラウンダーテスター

ウェザメーター

染色物摩擦堅牢度試験機

照度計.直示天秤

クログクメーター

BOD.自動測定記録装置

騒　音　　計

超音波発振装置

原子吸光分光光度計

表面張力測定装置

糊浸透性測定装置

走査電子顕微鏡

産縞自動記阜測定装置

標　準　光　源

■能登川支所

染色摩擦堅牢度試験機

ストロボスコープ

糸強伸度試験横

糸抱合力試農機

直　示　天　秤

布破断強力試験機

汗堅牢度試農機

■高島支所

力　織　機(綿用)

イタリー式撚糸機

布強伸度試農機

低高温装置引蛋試験機

ストロボスコープ

番手測定計

天　　　　　秤

布引裂試験機

測色色差計

恒温恒湿槽

ダイオメーター

赤外分光光度計

溶存酸素分析計

布摩擦試験機

ミクロ熱分析装置

ガスクロマトグラフ

粘　　度　　計

小三型焼却炉

自記分光光度計

7~　ニ　コ　ン

複合模様撮影装置

検　撚　横

番手測定機

スクラブオメーター

試験用捺染機(手動)

実体革命鏡

光電分光光度計

自　動　投　機(綿用)

'リング式撚糸機

無芯管巻横

糸酎中産試験機

轟糸張力計

タイヤコード試験棟

布破裂試験機

顕　微　鏡
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擁推化学試戟 ���2 59 2度i 鉄"�StB�1 �"�55 ���1 都��29 ��R�6 �"���

顕微鏡写真撮影 劔劔劔��B�劔�6X985bﾃx7(5��ｳ�?ｪ��B�

幣…葦蟻 劔劔劔5 唐�劔�7H4�rﾙfﾓ�I?｣��#���

染色堅牢皮革験 ��R�S3���5 415 鉄���25 劔9.1 鼎S��劔�8ﾋ�Oxｻ謾ﾃSR�

図案請整 合計 8 劔鉄sS塔�S��SCビ�ScSCssSS�#ccSsCS�SS��C#イSsb�劔劔劔佶��ｴ���)?｣ゴ�Rﾃ湯經��ssr�.�xｪ9�xｴ�ﾃ#Sゴ��X8�4X985��ｸ*#����ﾇcS&�#s#C�S#�Sゴx��Ss���&G�YSS"���



津 i 二子 i �*�+2�｢薈｢�Bﾓ(ﾊHｸh檍ﾗX�檠9�,ﾈ､ｨﾜ2�+�ﾖ��ﾕ�+8+2�劔儖ｧ�ﾒ�y��ｻ�� 辻��?�?�｢��靺���蔗鉅�"羇ﾒ�褻謄｢ﾒ�ｲ聊dﾂ�+ﾘ耳蔗�耳6h�ｴﾂ�#ﾒﾒ�劔冕���ｴ･"����

妻.o/7 �ｨｵｨ��X�ｷ俎X�橙�新旭町商工会 16名 �����ﾈ6�8ﾈ�ｸ6��ｸ5h82ﾈ6x8ｸ8ﾈ5���Hｴ�,ﾈｴ�ﾕﾈ,i�ｹEﾈ,�,(*(,B����ﾉ�ｸﾞﾈ��Xﾞ8迚5��:�ﾋH��&｢� 

月/日 侈Hｸh橙鞅X�樢r�場所.参加人員など �>�vR�-+ p六_ こき /た ､毛 ､穣 剪�

汁 i 声 ∴三:iji j ……責 ;まき Ji≡絹 巨 L…享∃ A 3r当量 讃蔓 旨妻_書 ､当量 ��r���������儻｣b��r�繊維技術協会近畿支部化 学担当者会議 冏ｸ��ｽ�X迚YHｭhﾅy�X蹴��Ikﾂ�走査電子顕微鏡の原理と取扱い法:- 実習 (樵)明石製作所石川昭夫 長岡政男- 劔ら二 劔剿｠ 

-:LlD/18 傀H��6h5X48995r�湖東繊維工業(協) ��8ﾙ���査韋ﾋ��ｩ�X醜,ﾈ韋ﾞﾉ�ﾘ粂,ﾂ�5x鹵�

8/5 俐�Wｩ&9n仞�Hｸh橙�能登川町中央公民館 16% 售2俐�Wｩ&9&�,ﾈ6ﾘ�ｸ7ｨ8ｸ7ﾕB�98��ﾔや�,�,(*(,B����ﾈ皦ﾛ�ｪB�劔?�Hvﾂ�10/27 冑9�IZ位Hｸh橙�滋賀県麻織物工業(協) 9名 ��韋ﾞﾉ�)[ﾙ&�,ﾈ�����亥�韋ﾞﾈﾊiWy�ﾉY�&�,ﾈ�����m��ｨｵｨ蹌�(i�ﾉ.Y?8ｵｨ蹌����

8^8 �+�.�-�/�ﾊHｸh橙�浜縮緬工業(協) 50名 宙�倩鞐ﾈ+�.�-�/�,ﾈ�����t�E�-�.x,�,(*(,H,ﾈ耳ﾖﾈ����竧ｵｩx�v��剪�管 �����棹ﾊy��沙�ｹV��蔚ﾘ橙�夫津市.平和堂 傀ｩ+r隕Xﾅy+r韶YD9�(ﾛ�,凛xﾘx*B��3｢���

-<t<- ��%纈�ちりめん研究会 冏ｸ��C洩ﾂ�①縮みにくい｢越.古代調ちりめ んの試作結果について 塵取技師 ②Ⅰ二m槻察者による解説.ヨー ロッパ風景などの映写会 � 

8/15 儼ﾈ�l�4xｬ��X醜ﾊH�8橙�本所 25名 宙����査,ﾉZｩY8,i�ｹEﾂ�t�+�.�-�/�,ﾉ�ｹ�Hｵｨ��,�,(*(,B�Oigｸｵｨ��轌;�ﾅy+r�剪�劔俯%��

8/19 �-8,h/�&�6h5X4898ﾊHｸh橙�湖東繊維工業(協) 14名 ���8�ｩ:靠ﾉ+(ﾛ��>�:�益D2ﾒ�8渥�益D2籀����ﾉ5亰ｨ踪ｮﾂ�t�ﾜ�W､Yy�n仞�&靠ﾉ�鞐ﾉ�ﾘ粂,ﾉJﾒﾘ蔗�TゴY5��l(ｭ�ｵｨ蹌�劔劔��

1/22 苓ｵｨ��X�ｷ俎X�橙�高島織物工業(協) ��ﾘ)8y�IZ位Hｸh檠�騷y�ﾘ橙�t���OXｴ�驂ﾙ�Hｴ�,ﾈｵｨ��5yeﾒ�ｹ�78ﾔ杏ﾉ��沙�Xｧy(�6ﾈ�Wb���

Tj-ど + I-p讃 ･毒 Lゞ首 守 逮 ~要撃 lL-′<-t 劔-2/16 �+�.�-�/�ﾊHｸh橙�本所研修室 58名 佰ｸﾘx.ﾘ+�&�,ﾉf育�,�,(*(,B��X尨ｵｨ蹌���

9/8 ���査ｵｨ��ｺh檍ｽ�X迚YIZ��本所 ��IZ浦xﾘx,ﾉUﾘ廂d�,�,(*(,B�劔2/25 �7(8ﾘ�ｸ6位Hｸh橙�本所研修室 ��7(8ﾘ�ｸ6�8�488H�ｸ,ﾈ齷:��ﾙ?ﾈ,����

/ト音 l u 萱当 一号iき ･…毒き き=3妄 言;ぎ妻 沼T .妻蔓育 毛 1号i ■LLi⊇ i i ≡_?を∃ i∃ ≡:≡皇 =;ーこ室妻 1 日妻 那 i 劔理担当者会議 仗�X迚YHｭhﾅy�X蹴��洩ﾂ�繊維高分子材料研究所妄 小林茂堆;L;_; 劔剴��kﾂ�x定t�,ﾈ���橙�ついて 大音技師 ㊥ビロード針抜機の試作について 中川哲技師 

9/26 ��hｵｨ��X�ｷ俑y�(橙�本所 50名 ��ﾊHｸiw��ﾙ�h5�4�8ｨ�ｸ99>i�X��･Bﾘ8��ﾜ���k�,�.x-�,們��ﾈ,B��"�8ﾘ怦ｧr胤��(ﾏｸﾕ�ｩz2�YXﾂ�t�5�4��坪99>i�X,ﾂﾓﾘﾖﾈ��,�,'餾��*(,B�耳蒔X耳�2ﾘ齎,h����� 劔剪�

鞍 -ン,3 苛 キー妻 � 凵｡5/lO 傀H��ｵｨ��轌;�_�ﾙ������本所研修室 16名 傅ﾈｽ���Hｴ�,ﾈ����偸�轌;�ﾈｸ惠,b�5�ｴ�,ﾉ]ｹ�8ｬyyﾘ,�,(*(,B�xｨ4x6ｸ4x5�5H�ｸ7�5鰻ﾉ68躡k��5ｨ985簫���

尻都工古繊維大学寺主一成享 停ﾉj�5ﾒ����%ﾂ�闔ｨ蔬ﾄ����J2��,H+�%B�ﾓｩ�x�"�S32��?�ｶ��ﾖ禎B�ﾔﾅ�,ﾔb�停ﾘ+��鞴��ﾂ�ﾓﾖ�+E�Vﾆﾂ�蔦｢ﾔﾇB��r鉅ﾍi?��抱ｴ8���蕣E��3�ﾒ�ﾔ犯･�B�鞴��貞�+ﾒ�ｻ��剴R��"�技術普及講習会 ��h企*ﾈⅸﾔ�����Ykﾂ�①国内一轡糸.輸入綿糸の検査基 準と品質結果 日本紡績検査協会木村和夫 旬綿嶺物の検査基準と品質と海外 情況 綿スフ織物検査協会 吉川芳男 ll � 

9/27クレープ研究会高島晒協業組合 24名 1qう技術普及講習会新旭町商工会 16名 10 劍ﾆ�ﾉE�鏐諍w�韋ﾞﾈ4�8ﾈ�ｸ7h,ﾈ����ﾔﾆe��g�H韋ﾋ�ﾊHｸhﾅy+x*ｲ�t��8�(4��687��ｸ8ｲﾘ8�,ﾈｴ�ﾕﾈ,h耳����ｹEﾈ,�,(*(,B��8�)�ｸﾞﾈ��ｨ鉙�&･��SﾚHvﾅ��劔劔友f��



1 ゝ.-i-I ( ･llj手 套 i十手 簿妻 ∴崇. ≡ I 藩主 簿蓬 i ∫ を皇妻召 ～_言…喜.三! ･_;…讃 三重鳶 l上i_ :=≡.葺き毒 一一線 】 ､iT?/L ;i:請■ ! ==:議 -■ti-.I 三:i+ 潔 -≡頚J 一一.妻■‥一議 ･～! ･_～.良.⊃ i -.). 宅 了】 ･.~溺 -77 =…t 鳴����辻�屍�劔劔a i 毎号 li 鷲 :j7 讃 讃_ さ3 -響 適 意 諜≦_~' き_ 買:-;G -t--;-- 鷲: �� ��:､~L:2月17日～21日絹織物製造業小巾力織機の保全と(秩)ユヌエスサービスセンター 劔劔++∴ ･窒;._ 読. -=t 宗一㌢ !_=､ 操, 十L.∫ i; :+L ? + I 

i ∃ 】 当 守 守 】 i 葛 冒 迭��b�技術改善補助金 剿{所研修室 �(1)研究発表 � � ��

研究成果普及講習会 ∫ �40名 刧@クレープ組物の晶質向上に開す享 劔 ��侈�r���Hｮ仂b�管理について浜田志明 劔 

る研究 劔 ��椿f免ﾂ�� 劔9h�Oigｸｵｨ��轌;�ﾅy+r�

高島栖協業組合木原春郵 劔 售｢簫粳?�Uﾂ���ﾉ?����劍�竧ｵｨ蹌�

㊥整経機の安全性と省力化の研究… 荒田鼓物(育)荒田徳 劔 ���(i�ﾉ.YWhｵｨ蹌�

革､ (2)技術講習会 ①金蔵の管理と保鯵について (育)春江金蔵製作所 坪田営業部長他2名ミ ㊥タイグマシンの機構と取扱し1こ;; 劔 ��侈ｸ耳+�ﾒ握�R��

･;=一三二~期間 剔ﾎ象 �>�vR�剋w導講師 ��

∴10月21.22.25 刄Nレープ撚糸製造業 僞�鏐ｴ�,ﾉ]ｹ�8ｬyyﾘ,b�剋O輪特機(秩) 

ついて 橋詰商事(樵)中村三十六■三 劔 ���"c#���#Xｮ仂b�撚止め技術 劍��皐ﾔｸｶr�9h�揵}�辷�益D2�ｶy68ｵｨ蹌�蕗8xｵｨ蹌�

5/29 冑9�IZ位Hｸh橙�俾�棹ﾊyh9�IZｈｺb���ykﾂ���4�8ﾈ�ｸ7iE�鏐咎w�,肇ｨ.兀�&韋罎��ﾞﾈ,ﾈ������竧ｵｨ踪蔗�亥�ﾜXｽ�,ﾈ7EG�5bﾈ98､X,h廬Y�&鞴��,�,(*(,B�:��ﾈ6h5X4898ﾊHｸh��:��ﾈ路�����剪� � 

二.11月21日～ -51年2月5日の うち6日 剏ｦ織物製造および撚 糸業. 5企業 僞�鏐ｴ�,ﾉ]ｹ�8,hｬyyﾒ�剴柾鞄⊥{技術指導係長 前川主査 塵取技師 

大豊 釘ﾓI(h抦ｮ仂i(hｯｨｵｨ���(ﾊH�8,ﾈ��~B����5(�ｸ5洩ﾉ��佐�ﾒ簫闔ｨ爾�"侈H�8ｯｨｭCxﾈ紵?ｨ��佇��?｣#I?ｨｭI$�+R繹ﾈ��R��Y?ｨ/���*ﾙh員Hﾈ粳�R霎�vｨ,ﾉn乂s�?｣X鳧ｭB�G窿2侈H�8�ｨ�蝌ｧy�h企*ﾈⅸﾔ���劔剪�

4-3巡回技術指導 (一般) 劔劔� 

期間 剔ﾎ象 剴燉e. 剋w導講師 剪ｲ�*ｲﾂ�ｲｲｲ�ﾔｦﾂ� 

三..:;;i 汚 =:妻 ll 1..試 ∴召 二葉 ? 一二一_葦喜 i �6月16日～20日 剳l砺緬工業(協) 精練加工工場 当所研昏室 剞ｶ産管理.工程管理 について 剪�ｺ技術士事務所 中村亘所長他2名- 劔.～- 

勧告会 劔剴柾株�{技術指導係長. 劔剄ｓ√柏V旭町旭700番地 

7月5,日 劔剔O川主査 劔剋ﾀ習当所高島支所 ･-(4)研修科目と時間および講師 

9月198-24日 のうち4日間 勧告会 10月16日 剪ｩ東浦推工畢(協) 加工工場 同組合にて 剄H程.品質管理およ び生産原価について 剪�ｺ技術士事務所 中村亘所長他2名_ 当所今井所長 島本技術指導係長_I 内藤支所主任 前川主査 川添技師 劍h 千 ∴ 劔劔劔 

科目 �>�vW��倬隴B�講師 剪�

++ 讃~ 栄 餐 き尊 劍��痩 ��IZ依I{��天然繊維.合成繊維の性能 �6 仍�78ﾔ杏ﾉ��沙M�TY6ﾈ�Wb�冓 

空気精紡糸について �5 ��Y��f���胤�m依H���"�� 

I.+ 剞ｻ織準備 傀�OXｴ�(ﾍ"�5H485x984�hﾅr�澱�京都工芸繊維大学輿斗秀夫 剪�

11月12-14日 勧告会 12月10日 12 剄ｓ≒ｲ協業組合 同組合にて 剳i質管理､原価管理 について 剪�ｺ技術士事務所 中村亘所長他2名 当所今井所長 尾本技術指導係長 小林支所主任 前川主査 劔鳥?��6��学 剩Q糸機および撚糸法.セ,ト �5 �8ﾉvﾙf���茜B壷�I�逢r�冓 
-- -蒐 一志' 劔處ﾙ�Hｴ�ﾕﾈｧr�超自動織機の種類.機構 �6 �8ﾉvﾙf����(��'ﾈ鉑l��刄g 

シャツトル式自動織機5号朗動織機製作栗村昇明 劔� 
響 I_71<- 1:i: :ち こ1… ･讃 -J点. 一一_y ごJ万一 剿陳�ﾘｲ�彙�剞D機の機構と取扱調整9豊和工業(株)岩田義光 コダブチエンジ自動織機5平野織讐臭鮎義代-矢野信夫 15 劔剩� 一>=- i- 千..■ 子■~~ 転一三一丁 汁,:I +LT 鐸LJ 蛮妾 享L-1-;一 議一義 簸L 畔- 



請 i 亘 十 i + ) 諺 i I i i i I 塗 i ; i i. ミ蓬 三謹 言等 i i 消 ! ー I 三重. ミ蔓 ~請 i 啖ﾇB�蓼蔘����ﾜ緯����8ﾇﾈ��ﾇﾈ��ﾇﾈﾇﾈﾇﾈﾇﾈ��8��ﾇﾈｮﾒr杏ﾂrﾈ��ﾉ�h���蛋 呑__ 索 ･妻 等盲 -:手tE 栄l 撃. 卓_9,- 7主 義 -_隻 ､=: き-i 'てタやL 態=l_ I.十 敷- 表一 巻 ∵ 三-: t=ミJ' 璽 チ 宅 二:i-_すご .t3 5-lj_I ､. 十 7-'王､ 37 i. 表 を- i き■_ 義 ∫_I 一ぎー 売- ;i_.■/. +- -_守 襲3p 一基q ま き 偖���奉�?�爾��ぴ���ﾖbﾃRﾒ�ﾇﾂ��5.試験研究業務 5-1試験研究関係 

二言学小計48 � ���7(8ﾘ�ｸ6�8�488I)ｨ,ﾈ齷:��ﾙ?ﾈ,亊h+x.侈Hｸb�

力積積の調整コ,プ≠エンジ機構の諏軽5平醐磯臭鮎義代.矢野信夫 劔X�,ｩjｹ<ﾈ/�gｹ�ﾈ,h+X+ﾘ�ｨﾘx自�c(ﾘhｴ��

l実芸至芸芸警芸機の調整;書芸芸志芸去作賢≡≡芸 織物分解設計織物頒法.設計手噸9仁愛女子短大藤田正 当所鹿本技術指導係長 らろ習鹿取吉田浦島技師 量繊維試巌糸および布の物性試験6当所p 小計24 ! 凵� 十-十 一喜■5if 讃7 ≡ -;}一 首≡ L_藩 斗-- --+ 亰ｨ蹣�X尸�B���,ﾘ+h-�,�����,ﾙ8ｨ�(ｴ�ﾕﾈ,h8ﾈ784�ｴ�ﾕﾈ,ﾉ{ﾉ_ｸ/�ｾ�X+x.�迂9�Hｴ�/�gｹ^�,h+X+ﾙ�Hｴ�,�,(*(,Fﾈ7(8ﾒﾒ�6�8�488H�ｸ,ﾈ齷:��ﾙ?ﾈ,亊h+x.侈Hｸh/�ﾗ8*"韋鞐ﾉ�c�ﾘijｸ/�ｪ��ﾈ+X�ｯｨ,ﾉmｩ4�/�$(+x.�+�,h*｢��x�+ﾖ����,ﾘ+�,ﾈﾊHｸh/�u�+�+R�+8.x,亢�､(,ﾈ廁ｦ�/�.�ﾋ�+8+儉Iw��ｸ/�ﾘ(-�.�+ﾘ-�,帝X�,｢�,ﾉ|ﾙ�Hｴ�/�gｹ�ﾈ,h+X+ﾘ7(8ﾘ�ｸ6�8�488H�ｸ,ﾈ齷:��ﾙ?ﾈ,亊h+x.侈Hｸh/�ﾗ8,�,Ix�+ﾘ�ｸ+ｸ,ﾈﾈｸ悗ﾈ����h,ﾉ|ﾙ�Hｴ�,�8�488Bﾘ齷:��ﾙ?ﾉ�Y'X/�靖WH*�.�+�,h,�.h.�7(8ﾘ�ｸ6�8�488H�ｸ/�齷:�4�,��ﾙ?ﾈ+r�

毒､:合計72 劍.�+�,h*ｨ�)Eﾈ,h,�.り韋ﾞﾉ�c(ﾘhｴ�/�ｪ��ﾈ+X+ﾓ���

巧 き喜電気工学については9朋日.5日特別講義として繊維機坪の電気器掛静電気について6 剴"隸H��,ﾈ･Iwb�

芹時間座学を設けたo 劔X�,ｩ�Hｴ�/�gｹ�ﾈ,h+X,H7(8ﾘ�ｸ6�8�488H�ｸ,ﾈ齷:��ﾙ?ﾈ/�ﾗ8*H�ｨﾘr餽�,ｩZXｴ�/�����暮5ﾘ+X,�*｢�
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すなわち.既存の力織機に①針選択機能, ㊤針入機能. ⑨針位置決め機能, ④針入れミス停

止機能, ⑨自動停止起動機能等を具備する針入れ自動化部分を付加する方法で試作した｡

弟2図　針の選訳と供給部

針は第1号機と同様に針箱の下部に取付けた溝付円板で選択され,先着の針が無くなると

自動的に1本ずつ針案内板2の先端に運ばれ.切欠き部5で待機しているoそして.レピア

に先着の針が把持されていない場合は針供給信号が発せられ･この信号によってソレノイド

4に取付けたレバー5の先端が針を回転ベルト6に押付け.供給ガイド7の方向に送り出す｡

針供給ガイドは織機とは独立に設置された針選択部から,前後動するスレ一に取付けたレ

ピアの先端まで針を供給するガイドであり､その｣瑞はレビア先端近くのスレ-上に白夜に

回転出来るように固定されl他端はピン9,ピン8を介して台に取付けてある｡そのため.

スレーの運動中にでも針の供給ができて効率的である｡また.針はこの供給ガイドを通過し

てレピアの先端部に到着し把持されるが.針の到着を確実にするため針供給ガイドの途中に

空気ノズル10を設置し,針の増速と到達後のはね返りを防止している.
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(2)針　入　部

針入れは符箱の前方に取付けたレビアによって行うoレピアはその先端が梓箱の前に取付

けた2コのローラー11で保持され,後端部はスライドアングル12上を摺動するスライドプロ

･ク1引こ固定され.スレ一に沿って開口した経糸円を自由に往復運動出来るようにしてあるo

弟3図　レピアの駆動部

スライドブロック15の前方にはピンがあり.このピンがレピアステッキ14の長孔にはまっ

ているため,エアーシリンダー15が往復運動するとレピアも往復運動をする｡このエアーシ

I)ンダーは①ドピー,ジャカード.カム等から針入れ信号が出されたこと､ ②横様が定めら

れたクランク角度で完全に停止していること. ㊥針がレピアに供給されたことを確認の上で

駆動されるoレピアの破損を防ぐためいずれの条件が欠けてもレピアは駆動しないようにし

17



てある｡

第4図　レピアの椴構

レピアは第4図に示す機構になっているoレピア16の中に細いシャフト17が通っており,

先端に針を把持するベラ18が固定されバネ19の力で常にロを閉じている｡他方.このシャフ

トの他端にはレバー20が'取付けられ.針供給の信号によりソレノイド19が操作すると.レバ

ー21がレバー20を押し下げてベラの口を開いて針金を導く.針の供給が完了すると.ソレノ

イド19が元の位置に復帝しベラが口を閉じて針金を把持する｡次に.針入れの信号がありレ

ピアが経糸内を前進して所定の位置にくると,レバー20が梓箱の前方に取付けたカム22の凸

部fこ接して押し下げられ.ベラが口を開いて針を離す｡

(3)針の位置決め

レピアの往復運動により.針はほぼ経糸内の所定の位置まで運ばれるが.針の慣性,曲が

り.経糸層の横さ等により針の位置は多少変動して抱上げ後に針落ちや針の不揃いを生じや

すい｡したがって,蓮糸内に置かれる針の位置を確実に規制する必要があり.左右位置の規

制はブレーキで行い.前後位置の規制はフォークで行う｡ブレーキはスレ-の前方で織物の

耳の外側に設置され.製魚の邪魔にならないようにしてある｡所定の位置まで針入れが成さ

れると.針の後端をレピアから離してブレーキの舌の間に入れるとともに軽く制動し.レピ

アから針が落下したとき慣性により針が前進するのを防ぐ｡なお.針の後瑞をレピアから離

18

す横樺は第5図に示す｡

ブレーキ フォーク

第5図　針の位置決め墳構

レピアが前進するとロ'ド24.レバー25を介してシャフト26が手前に回転し.シャフトに

取付けた針供給ガイドを把持するレバー27がレピアから離れるため.針の後端はレピアから

離れてブレーキの舌の間に入る｡

針の前後の位置は第5図に示すフォークを用いて行う｡このフォークはブレーキの近くで

織物の耳の中と中央に各1個ずつ取付けられ.レピアが最大運動をし針を落下さすと同時に

針を織前側に運んで蔑打ち直前まで保持するo

(4)織機の起動停止部

織機の起動停止は第占図の機構で行う.停止は従来と同様にカム､ジャカード.ドピー等

の信号により,ハンドルを外してブレーキホイールにバンドブレーキをかけて行う｡起動は

①レピアによる針入れが完了したこと, ②レピアが所定の位置に納っていること､ ③針入れ

のための停止であることを確認の上で起動信号が発せられ.エアーシ.)ンダー25が操作して

行われる｡
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第6図　線境の起動停止墳構

(5)針入れのミスと位置不良による停止

第1号横と同様に光電フィラーを用いて行う｡

(6)エア-回路

ェァーシ.)ンダーの駆動や針増速用の空気は.コンプレッサーで4kgAJ　に加圧した空気

を用い,第7図に示す回路で行っていろ.コンプレ,サーの容量は織機1台当たり約1/4HP

である｡

20

電磁弁

第7囲　エアー固持

(7)電気回路

｢連の針の選札供給.針入れ･織横の起動は第8図に示す電気回路により制御されてい

る｡

第8図　制御回路
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SOL 1 -･---針供給用のレバー5を操作

soL　2--･･･--レピアの口開き操作

soL　5 ････-･････レピア用エアーシ7)ンダーの電位弁を操作

SOL　4･･----起動用　　　　　　　〝

soL　5 -･･--･停止用ハンドルを操作

soL　6. SOL　8･･････-.･･フォークを操作

soL　7･････-I.･･･針増連用ノズルの電磁弁を操作

試作弟2号ビロード織機

3.おわ　り　に

以上のように,既存の力廠機に自動針入部のみを取付けることによりゼロードワイヤーの自

動挿入が可能となや.価格面でほ1号機より大巾な低減が出来たoそこで.この結果を業界

に普及さすため.実用機の製作を地元の機械メーカーに委託したo

2)口合わせ段の防止について

試験研究係長　堀　井　利　男

技　　　　師　　大　音　　　　其

I.は　じ　め　に

｢越,古代ちりめんを中心に布欠点調査を集計すると.織段に関するものが相当多くあるo

ちEIめんの場合織段の大半は口合わせに関するものである｡実際に.製織現場でもロ合わせ方

法が各人各様であり, `感と経験'にたよることが主で.熟練や多くの作業時間を必要とする

等問題点も多い｡口合わせ時に段が発生する原因の概略については.製織現場の熟練者が周知

の事も多Vlが,当試験ではさらに詳しく段の発生する原因を定量的に計測するとともに.素人

工でも段を出来るだけ少なくするための口合わせ条件,方法等につV,て検討を加え.口合わせ

投防止の一助にすることを目的とした｡

Ⅱ.実襲方法

(1)使用した織機

北機式両六絹織機･･････ドピー開口.直臣巻硬,セパV-トタイプの送b出し部

(2)試験に用いた織物の規格

口合わせは一越ちbめんが最も困難と言われておれ主として一越ちりめんで試験を行っ

た｡その規格は次の様である｡

戦度,撚･･･-経①2gPx5S､ ②28中X4本.　　配列　①① ②②

-････緯　42中×5本　　5200T^tnS. Z.その他

密　度.･-･凝　20Oy5.78Lm

･･-･膚　65 ｢85Y5.78cnL主として75+/5.78m

なお,上記同一の縫糸規格で変り棒を用いた場合もある.これについては明記し,特別に

条件を記載していない場合は上記｢越ちbめんについてのデークーである｡

(3)織前位置測定装置

口合わせ段の原因は一口に言って織前位置の不適正にあるため.織前位置の挙動を把畳す

る必要がある｡そのため第1図の装置を作成し.織前の位置を実物の2 5倍に拡大してスク

7) -ン上で測定したo測定の精度QF/25 hEWであるo測定は温湿度を一定の条件に保ち(逮

常は25Dc. 75多),かつ織機をクランク角度2400(フロン十センターをDoとする)に停機さ

せて行った｡ 240othう角度は通常キズ房きゃロ合わせをする停横位置である.

(4)織前位置
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織前位置とは織

物と経糸の境界線

のことを言う｡口

合わせのときはこ

の位置を`適切な

所'にもって来る

必要がある｡しか

し. `この適切を

所'が種々の変動

要因によ少時々刻

々と変化するoそ

のため,第1図の

様に零点指醇を作

成し,この位置を

基準に(D点とし

て).この位置か

ら織前位置迄の声巨

義を測定して織前

位置とした｡この織前位置は実寸の2 5倍のスケ-Jt,で測定され表中に示してあわ,実寸値

はこれらの値のV25　とをる.

(5)耗系間暗

最終の籍糸密度にな

るために.捧糸は織前

から何本位進む必要が

あるかを調査した｡そ

の結果集2.5図の様に

なった｡十越ちbめん

の様に織前のダブツキ

の殆どないもの(練糸

打込みに余裕のあるも

の)は. 1回目の蔑打

で完全に最終の練糸密

度になっている｡他方,

変bちbめんの榛に織

前のダブツキが大きい

24

韓糸間隔　(スクリーン上の値)

5　　　　4　　　　5

iiii LI L■

組側

･.･-･2占℃　8]帝

X--21℃ 60妬

1　2　5　4　5　6　7　8　9

織前からの緯糸本数

練　糸　間　隔　(実寸)

S tf3　　即　　鵡m
nu n"　　　　∩5　　　　　∩"

第2図　線前からの緯糸本数と緯糸間隔

(一越ちりめん　75和.78仇)

ものは第1回目の歳打

だけでは最終密度に到

らなV}が.第2回目の

哉打で完全に最終密度

に走っているo

Lたがって.口合わ

せ段については織前位

置のみを主体に考えれ

ばよい.なお,この練

糸間隔は織前位置を合

わせる基準のスケール

に用hられる場合も多

く.以下の図中に必要

に応じてこの値を示し

た｡

15　　14　　15　　12　　1 1m

緯糸間隔(スクリーン上の値)

1 2　5　4　5　6　7　8　9

繊前からの律糸本数

間　隔　　(実寸)
55　　即　　鵡札∩u nu n"

第5図　歳前からの律糸本数と緯糸間隔

(変りちりめん　75本与.78C.A)

Ⅱ.実廉結果

1.織前位置の変動について

(1)温湿度と織前位置

当地区では完全を温爾設備を有する=場は殆どなく, =場内の温湿度条件吐気侯,天候

によって大きく左右されるo長繊維織物の製織において.温湿度の影響が大きい事は既存

の事実であれ温湿度と

織前位置の関係について

調査した｡その結果を第

4図1 5図に示す.

高温多湿と低温少湿で

実験を行った一喝ちりめ

んについては. RH.20帝

の差で織前位置は約t 0

hE在(耗糸2本分)変化す

ることが判った.また,

高温少湿と低温多湿で実

験を行った変りちbめん

については, R托20多の

差で織前位置は的緯糸1

搬　Tem.Z]'C 51℃

RE ･65帝　　　　　85帝

温　湿　度　条　件

第4図　温湿度条件と織前位置の関係(一越ちりめん)
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本分変化した｡実験を行

った温湿度条件の差は梅

雨期に発生する程度の差

であるo特に十越ちbめ

んの場合.口合わせ時に

段を発生させない織前位

置の許容誤差が士0.25 JEJF

(練糸u5本)以下であ

ること(後述)から.口

合わせに用いるスケ-Jt'

(皮.プラスチタク等)

を常時十定借にして口合

270

級

2d〕

節

250

位

置240

250

●　＼.

⊥億叢TT-1

1三1

1
抑　　Tem.29℃　　　　　　　25'c

RD.65℃　　　　　85多

温　湿　度　条　件

第5図　温湿度条件と抱前位置の関係(変りちりめん)

わせを行うことは段の発

生を糸車易いといえるo

(2)ロ合わせ時のクランク角度と織前位置

実際の口合わせ作業において.織前位置と重錘の位置は注意深く合わされているが.織

機の停止位置につ]^ては十分を配慮がされていない場合が多い｡ところが,ロ合わせをす

るために織機を停止さす位置は丁度経糸の開口から閉口に推移する中間にあれ織前位置

がクランク角度に影響され易い条件にある｡このため.クランク角度と織前位置について

調査した｡その結果を第6図に示す｡口合わせのため停止する位置近辺ではクランク角度

が40oAれば,織前位置は捧糸1本分近く変動することがわかるo実験を行った織境は開

26

第6図クランク角度と繊前位置の関係(ドピー開口)

口量9.Ocntと小型yヤットJt'を用いているが開口量が大きくなると織前位置の変化はさら

に大きくなる.従って口合わせ操作は常にクランク角度の一定位置で行った方が正確な口

合わせが出来,段の発生を防止しやすい｡

(3)経糸張力と織前位置

絹織物の送b出しは経糸張力の大小に応じてその量が制御されるので,経糸張力は制御

の巾遅れ等の変動.制御不充分等の原因によb変化する｡そのため.荷重を変更し､経糸

張力の変動が織前位置に及ぼ3-+影響について調査したoその結果を第7図に示す｡

ム従　来　法

; /:_I-:-C,
誉-I:一一-/

A<-
X固　定　法

ペアリング法

24　　　　　　52　　　　　40g

経　　糸　　荷　　重

第7図　経糸荷重と械前位置の関係

(4)蕪糸密度と織前位置

練糸密度と織前位置

の関係を第8図に示す｡

韓糸密度が5.78m当た

bで5本増加すると織

前位置は約1本分だけ

械後方向に後退する｡

1 0　　00　　和　　郎
L　-　　　　　　　　LJlI■

轍　前　位　置

バグクロール

の転がb摩擦の

大中小の5壇と

ち.ウェイトが

4kg増減したと

同様の張力変動

によって.織前

位置は耗糸間靖

でu5本分程度

変化することが

判った｡

⊥草食TTl

/
/

●

JtI　　70　　75　　8]本宅.78 a

韓　　糸　　密　　度

第8図　韓糸密度と抱前位置の関係
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(5)クロスビーム,縫糸ビームの変形と織前位置

ク｡スビ_ムにおける巻付布の止め方不良によるク｡スビ_ムの変私感掌の入れ方不

良による経糸ビームの変形が考えられるので.それらのビームの変形による織前位置の変

動を調査した｡その結果を第9図.第1 0図に示す｡

縫糸ビームの部位 クロスビームの部位

第9図　経糸ビームの変形と織前位置　　　　　　第10図　クロスビームの変形と歳前位置

経糸ビームが変形している場合でもフィリングローラによる補正が行われるために織前

位雇の変動は認められない.しかし.クロスローラーが変形している場合でその変形部が

ビーム径凍知ローラーに乗る位置に来ると.不適切竜巻葡りが行われ織前位置の変化が認

められる｡

(6)楕糸解野張力と織前位置

最近シャ,,トルがラーS,'化しておb辞菅の大きいときと小さhときにおける練糸解野張

力の差も相当あると考えられるoそのため練糸解野張力と織前位置の関係を菅の大小, S'

ヤ,トJL,内面の毛羽の貼b方に関して調査した.その続栗を第1 1図.第1 2図に示すo

打　　小

律管の大きさ

第11図　緯菅の大きさと綴前位置
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両価　　　　　　　　片側

毛羽の貼り方

第12図　律糸解釘張力と織前位置

いずれの場合も織前位置の変化はなかった｡十越ちbめんのようを硬Vl薄糸の場合には

捧糸解野張力は織前位置に対して殆ど影響力がないと言える.

(7)韓糸の種類と織前位置

変bちbめんの様に形華の異なる2-

5壇の糸を用いた場合.口合わせ時に耗
級

糸の鍾類に応じて織前位置を変える必要　前　2d]

があるか否かについて調査したoその結

果第1 5図のようになれ緯糸の連帯が

異なっても織前位置は変化しないことが

判った｡

(8)織前位置の経時変化

位　2王刃

置　240

+　　+

平糸　　　　　　　撚糸

韓糸の種類

第15図　練糸の種類と織前位置(変りちりめん)

10　　　　　　　　　　100　　　　　　　　　　1000

経　　時　　時　　間(mLn) 25℃ 755-夜は不明

第14図　線前位置の経時変化
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織機を長時間停磯させた場合織前位置は変化するoこの状態を調査した結果第1 4図の

ようになった.経時変化の状態は放置の条件(温湿度､停磯のクランク角度等)によb多

少の差違はあろうが1 0分停幾で緯糸間隔約0.5本分, 5 0分停磯で約0.5本分織前位置

が織後方向に移動することが判った｡

(9)連続運転時における織前位置の変動

温湿度.密度.ウェイト等の織前位置変動要因の値がほほ定まった値に制御された正常

改革転状態であっても.織前位置は変動する｡縫糸,捧糸が均一夜物性をもった材料でな

いこと.経糸張力にある程度の変動があること等.ミクロ的に見ればその他にも織前位置

を変動さす園子が多くあるためである｡そこで.温湿度その他の条件を一定に保ち定常状

態で織機を運転して､ 1 00-200越毎に織機を停止させ織前位置を測定したoその結果

を第15図-1 7図に示す｡

｢越ちbめん,変bちりめんとも比定常運転中に捧糸1本程度は織前位置が変動してい

ることが判ったoさらに,一越ちbめんと変りちりめんでは変bちわめんの方が変勤しや

すいこと,変動の状態は温湿度の高低で大きな差が認められないことが判ったo

1 2　5　4　5　6　7　8　9 10 ll 12 1514 1516 17 181920

測　　定　　順　　位

第15図　擁前位置の変動(一越ちりめん, 20℃　65帝)

1 2　5　4　5　6　7　8　9 10 ll 12 15 14 15 16 17181920

測　　定　　順　　位

第16図　歳前位置の変動(一越ちりめん, 51℃　85多)
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姐　25　53　兆　紺
歳　　前　　位　　置

1 2　5　4　5　6　7　8　9 10 ll 1215 14151占17 18 1920

測　定　噸　位

第17図　織前位置の変動(変りちりめん　28℃　65承)

次に･一越運転を行い. -趣毎の織前位置の変動を測定した.その結果を第1 8図に示

すo韓糸1 -数越程度の期間で仏紙前位置の変動は僅少である｡

1 2　5　4　5　6　7　8　9 10 ll 1215 1415 1617 1819　20

測　定　噸　位

第18図　織前位置の連続測定値(一越ちりめん)

以上のことから,織前位置は温湿度やその他の製織条件の変動を伴う長期間内では相当

大きく変わb ･藷条件の変化する余地の少をh短期間内では変動巾が小さhと言える｡

口合わせ時に織前位置を合わせ第｢越目を織ったときの織前位置がどのような値をとる

か(口合わせ時に織前位置をどこに置くべきか)を完全に予測することは困難であるが,

以上の結果から,口合わせをする直近の織前位億の値を用いるのが口合わせ度を少なくす

る最善の策と言える｡

叫　歳打力と織前位置
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第19図歳打力と歳前位置の鼠係 織健を停止した後10回連続して-T越打を行った場合と手廻して製織を行った場合,そ の部分の庚発生の状態を第1表に示す.さらに織機を停止後連続50回｢越打を行った場 合の織的位置の変化を第19図に.そのときの練糸間隔の変化を第20図に示す0 52 -.-_童. 劔ようo ㈹その他 以上の敵前変動要因の伽経緯糸の物性の乱クランクのガクッキ.恕親の吊畑によ っても織前位置の変批あろうし,織物の期格による口合わせ段発生の難易についてほ hはある. 55 
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T1 '00 バツクロール T4T2 T5 
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バックロ-〟,フイ1)ングロー′レともにベア1)ング(転b軸受)を使用した場合(摩擦 劔第24図クロスローラーを巻き取って口合せをしたときの 練糸間隔の変化 55 
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講 演 凾ﾄ.口合わせ前後の韓糸間隔の差が大きくを9,日合わせ段を発生しやすくなるo以上の 剳��ﾙ|コ蔕9h��
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止することが出来るo前の実験では口合わせ操作をクロスロ-ルの巻取巻戻しのみで行 つたが,併せて経糸ビ_-ムを動かす(このときウエイトも動く)ことにより.TIT2TSの-=莞;- ･_,:モ態 差を小さくする方法について検討したo即ち.次の8通bの方法で口合わせを行い,口合__＼J 亳��-式. + 諺_p' Tt ～.i, �9�?�｢踐�H劍��H��8��DB��r�

わせ段の発生状況を調べた.その結果第27図の様になった○ 方法Ⅰ:クロスロール巻戻しのみによるロ合わせo 劍ｶ��粭�8��&68��D8��In��

Ⅱ:クロスロール巻砺のみによる口合わせ○ 刀:クロスロ-ルの巻戻しと経糸ビームの微動による口合わせ. 〟:クロスロ-JL,の巻瀬と縫糸ビームの微動によるロ合わせo 剩ｨ+��ｨ.'��ﾓB��8�ﾇd(��闃��ﾓR��粐粐�

V:クロスロールの巻戻しと経糸ビーム10花花巻戻しによる口合わせo Ⅶ:クロスロ-JVの巻坂と経糸ビームlD在社巻戻しによる口合わせ0 -ち Ⅶ:クロスロ-JL,の巻戻しと経糸ビーム1D加巻板による口合わせo 剿��ｵ�ｨﾜｹ7���ｧi)xｧdﾂﾓ�ﾒ籔���9�8�9�4･bｶﾆ�ｸ示�ﾓ��･bｳ���ﾏｸﾘx+���ﾞﾉ_ｹd��

Ⅶ:クロスロ-ルの巻板と経糸ビ-ム10花諺巻東による口合わせo � ��c#y�ﾘﾏｸﾘx+���ﾞﾉ_ｹd�,h妻鏐ｭHｧX,ﾉ¥�ｲ�6��ﾒ�
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口合わせ時にクロスロールと併せて縫糸ビームを動かし. Tl.T2,T5の差を小さくする

ことによb,従来法,固定法では段の発生が大巾に減少した｡その結果,クロスロールと

併せて鮭糸ビームを動かすことにより.ベアリング法と固定法.従来法との間で.段の発

生について大きな差違は認められない.さらに,クロスローJt,と経糸ビームを併せて動か

すⅢ～Wの方法のうちでも経糸ビームの動きの少ないⅢ ･Ⅶよりも動きの多いV～Ⅶの方

法が段が出にくいo V～Ⅶはクロスロール､経糸ビームを動かす方向の組合わせであるが.

このうちⅦの組合わせのときロ合わせ段が出にくho即ち.クロスビームを巻頼る方向に

織前を移動させ.その後経糸ビームを巻顎る方向に動かすことを基本とする口合わせ操作

方法である｡

(3)ウェイトの位置

と口合わせ段

口合わせを行う

ときウェイトの位

置によって口合わ

せ段の発生を招く　　闇

ことがあるか検討　　　　　2

した.織機を停止　　　隔

して.ウェイトが　　　　　　　20

その位置から5 0

ztp上がるように縫

糸ビームを巻葡少

ウエイト移動点

●-　囲　定　法

〇一__　従　来　法

ムー一一　改　良　法

5　6　7　8　9　1011 12 15

韓　糸　順　位

第28図　ウェイトを元の位置より50打持ち上げたときの
樺糸閤屑の変化

再び運転したとき.

逆にウェイトがそ

の位置から2 0ztJl

下がるように経糸　　韓

ビーム硝戻し再　糸　52

び運転した場合に

ついて経糸間隔か　　闇　28

上び度の発生状況

を調べた｡その結　　　隔

果段はいずれの場

合についても認め

られず,簾糸間隔

も第28. 29図

で示すように変化

5B

韓　糸　噸　位

第29図　ウェイトを元の位置より20取下げたときの
緯糸間隔の変化

がなかった｡

以上のことからウエイトの位置は口合わせ段の発生と関係がなく.下につかえないよう.

フィ1)ングロールに触れをvlような位置におけばよVlo

5.織前位置を合わすときの誤差と口合わせ段

(1)キズ戻巷のないロ合わせの場合

口合わせをするとき,織前位置を"適切在所･にもって来るが.このとき真の織前位置

との誤差が大きいと口合わせ段に如易ho口合わせ時に織前位置を合わすときの許容誤

差を求めるため･織機を停止させ故意に織前位置をずらせて所定の誤差を作9.口合わせ

段の発生状況を調査したoその結果一越ちbめんは第5 0乳変わちりめんは第5 1図の

ようになった｡

′0

5

□晋型o)番数慧-□坤ヰ滞日寄妙計票JA)

4

一つ　　　　2　　　　1

nU　　　　1　　　　2

5

･-　固　定　法

0----従　来　法

ム一･一ベアリング法

D-･.･段　な　し

ど--･少し段が見られる

a.･-･ B反の対象となる段

24　18 12　　6　5　0 ｢516　-12　-18　-24

歳後--ト織前-　　n X(1/25)

ロ　合　せ　誤　差

第50図　口合せ誤差と樺糸間隔の変化(一越ちりめん)
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第4表は,キズ戻幸を行ったときの口合わせ誤差と段発生の関係を示したものであb, 刪齬蘭｠一夏-:I(1)織前位置指示スケールの種類 ゝ=; 

キズ房さのない場合の結果がそのまま適用出来るか否かを試験した結果であるoキズ貫き 剽Jさ一二第5表主硝前位置指示スケールとその繊 

を伴う口合わせに於いては其の織前位置が不明であるが.キズ戻き直前の織前位置を責の 織前位置としたoその結果キズ戻さを伴う口合わせに於いてもキズ戻さのをV}場合の結果 �) .i;-,/士~.-1-固定スケ-JV(口合わせ許容誤差が大きhとき-熟練工のとき) ･::1度精度悪hコスト安い使い易い 

がそのまま適用されることが判ったoまた其の織前位膚の代用としてキズ戻き直前の織前 位置を測定し使用することの妥当性も確認された. 200 ー1和 Den 剏ｫ蓋蓋三言ク精貰申≡三…蓋莞碧雲聖霊参観 監二､二2.可変スケール(口合わせ許容誤差の小さいとき､未熟練Iのとき) 医…くー蓋藍三=,'V構&:h≡三二…三雲^f慧慧慧禦蒜 

撒18]85y5.--㌻婆 三芸 ･+ _ヾ芸 170:,yi 節;≡豊 1d〕-キー てゝ_､ DetLや三 位15DJ754.78Gn p二__隻 140 置150 二-=Tj- ･皿.笈.78m=…毒 ･ご;…凄 刪齒綜O一,実際に口合わせを行う場合,織前位置を合わすため轟々のスケールが用いられて卦9. 賢また当指導所で使い易いスケールを作成したので.それらの特徴を第5表に示す〇 ･一-i-(2)指導所で試作しかケール取付パイプ _'′: i--1-: 1そ-<Lこ h'1 美=ナ' ~≡_I,I- ?/i/ 賢二. 賢 隻.: 賢一…-:/J=/ ≡書賢…ロックネジ.CS./,SLE,5-;?,/'光源 l､叫 ＼′ 

110..L琴 キズ戻き前ヰズ戻き後_腰 帯55図キズ戻きと歳前位置の関係∴-,雲 -1-I_衣 l-+ 第4表ヰズ戻き(20n)を行ったときのロ合せ誤差と段発生の関係,と､垂 ~養-- 1/一一､F 口合わせ誤差:一議 庚繊況十o忘5#本妻石5覧穿て慧穿丁慧_妻薫 格外の対象となる俊一-■蔓 /-㌔_L.3 BFiの対如なる段2∴ 少し段が見られる1122 度が発生せず96742;篭 ･X.負号は織前を事前に移動させたことを示すo∴肇 凭嘉二､-ーノ′ 汐､ レンズ及びスt)ブト }二 +_-- 顎丁 き= 言アジャストスクリューレンズ 享:-I 章:第54図ライトマーキング式スケール見取図 
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.スポットマーク ≡ 劍ｧ｣b�R�

l iI 剴B�

i 第55図スポットマークの形状 劔7コ�T2ﾕF��

ライトマーキング式スケ-ルは光源から出た光を半月形のス1)'トに当てた後.レンズ 剪ﾓS�ﾘ*��ｳ�����ﾓ�V凛yWB溢�����#X5�5�ﾒﾈ8ﾂ��

lを通して布面に集光させ,第55図のようなスポットマークを布面に作るものであるoそ 劍自5ﾒﾓ�ﾂｩ���ｦc(ｸ粐位韋XｭHｧX5�5��ｸ8ｲ��

してそのスポ,トの直線部に繊前を合わせて口合わせをするようにLT=ものであるo尚. 撒前は前述のように種々の条件により変動しているためt投光横の筒先をアジャストスク ･)ユーで可変出来るようにしてあり,製織中またはキズ戻き直前にアジャストスク1)-ウ でスポットを織前に合わせておくと口合わせ精度は増す.また.このスケ-ルは第54図 に示すように織機のフレームから延長された取付パイプに取付けられ.巻取ハンドルの上 劍ﾏｸﾘx+佩ｸﾛr��cSy�ﾘ8�486x7ﾘ�ｸ4ﾈ984��5�5�ﾘ8ｸ,Xﾏｸﾘx.ﾘ+�/�+X+ﾘ�ｨﾘx,ﾈﾎｸﾛx,ﾉZｩWｨ�9�B��8�ﾓ#���Nx,ﾈ5�5��ｸ8ｸ,Xﾏｸﾘx.ﾘ+�/�+X+ﾘ,h*ｹW8ｫX.ｨ,�+�*(.�*�.�*｢靠ｸﾘx.ﾘ+佩ｸﾛr委ｸﾘx.ﾘ+�8ﾂ�

i ｢｢∃｣.万でかつ前方に設置することが出来るo 劍+ﾙ�I��ｩ'X自Oﾈ,ﾉn���ｩ'R�,ﾘｭ郁XｭHｩｸ,X贊"綺gｸ,��ｨ+x.�.�,ﾈ.�ﾊ�.x.ｨ.�*｢�8定486x7ﾒ�

研このスケール時.皮や他の可変スケールのように抱前を合わすときいちいち手でスケ- Jjtルを動かす必要はなく.常時織前を示しているため簡便で素人でも早く操作が出来るoま 雛≡T=.布面に何の障害物も置かないためキズ戻きの邪魔にならないし.蔑打ちによろ破損の 剪ﾘ4ﾈ984��5�5�ﾘ8ｸ,X,ﾘ贊�繪gｸ肩,�?ﾈ,�,H*�.���7�,ﾉ|x+8*ｨｦﾙDh+8.ｨ+ﾓ��ﾒ粨ur霾ｹ��

心舌己もない○ 劍ﾏｸﾘx.ﾘ+仄�-ﾈ唏,h+X,H8ﾘﾘx.ﾘ+倬�,ﾉ�I��ｩ'X,ﾉW94ｹ�なｦYYI*9|ﾘ,ﾉW8ｼ��+�ﾋH宿+x.�.�,ﾈ,R�

感iさらに皮やプラスチック等のように厚みのあるスケールでは見る方向によ-て緯糸間隔 劍*�.⑩&�/�f育�+x.�,�,ﾘ鵁,ﾉ_ｹd�,�ｸ.�,h.h*(�ｲ�

で1-5本位の誤差が出るがライトマーキング式では光が布に直接当たるためこの種の誤 剪��佰ｸﾘx.ﾘ+�,ﾘ�ﾘ鳧4�8�984隗�,ﾉ.�ｩ'X,Xﾗ8,�+ﾙ_ｸ*ｨ.h*(�ｴR��

車軸差は殆どなく精度がよいo参考のため.皮を用いた口合わせの場合とライトマーキング式 三三1' 剪�"俐���ｩ'X/�ﾘx.ﾘ+x,�,ﾘﾌY.�5�5��ｸ8ｲ丑r�7h8�5�6�ﾈ4�9著.h.�)¥�5�5�ﾘ8ｸ/�w�*(+ﾙ_ｲ�
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(8)ロ合わせ操作は織前を織後から前方に引くようにしてスケール値に合わせ･その後程糸を

若干巻き取ってウェイト位置をほぼ平常値に置き一再び織前を微動させてスケール値に合わ

すようにした方がよいo

(9)ロ合わせ後の一越打は早い回転スピードで最小回行った方がよいo

さらには､

叫　温湿度は出来るだけ一定値に保った方がロ合わせしやすい｡

ol)歳のガタ.綜雛の吊り万不良.クロスビームの変形等に注意すべきである0

0分　停機による放置が1 0分以上のときI泌ずロ合わせをすることo

また,ロ合わせ段に影響がないのは

o串　韓糸の種類,緯糸張力.ウェイトの位置は口合わせ段に影響がないo

Oや　キズ戻きを伴うロ合わせもそれ以外の口合わせも全て同一の織前スケール値を用いてよいo

以上のほか口合わせ段の防止には

口合わせ方法の標準化段になる場合とならない場合の標本区別についての教育等も重要な

ことと考える｡
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5)自動ビロード針技機の試作研究

技師　中　川　　　　暫

1.は　じ　め　に

有線ビロードの生産工程は.他の織物に比較して機械化が遅れている現状にあるo特に仕上

工程である裏糊付(花緒地),針抜き,針切り作業はいずれも手作業によって行われているo

しかもこの作業は熟練と根気を要するため年々従事するものがなくなる傾向にある｡そこで.

針抜工程の自動化を計り.これらの問題点を解決しようとするための試作機を研究する｡

2.枚横の概要

試作設計に当たり次の点に留意した｡

･針金把持.引抜き.針金開放

･布送り,布把持.布開放,布措取り

･針金の処理

･安全装置

･その他(加温,給湿など)

以上の諸点を構想して試作した針抜機の機構配置図を次に示す｡ (図-日

原反愚案装置り出し機構-ノ/′原反愚業装置 

』= -Iト. t 

持開放 ス ��ﾂ���ﾒﾒ�9�x.�8ﾒﾘ8壷Wｨ,8.ｩ%I&ﾘ5�4"ﾈ6��

＼ �8����ﾈ�鵤����

○ 

針位置探知 � 末末末辻�

布把持孟→,Rマッチトl/′は- 

布支え台忘上部針受箱 

(図-1)機構概略図

抑　針金把持.引抜き,開放の繰返し機構

針金を把持したまま.布より引き抜き.針金を離し再び把持する動作を繰り返すために.
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(図-2 )に示すような電磁クラ,チによるモーターの回転を正逆に反転させる方法をとり.

(図-5 )のチェーンを使った往復機構を採用した｡

(図12 )において.主モーターより任意のスピードを得るための無段変速機を経て(ayb)

の傘歯串により二軸に回転を与え.電磁クラッチによって,左･右回転をスプロケ,卜(C)に

取り出す｡

(図-2)往復壊構(運動伝達捧持)

tte'三把竿fn 
I 劔○ rd 

チェーン 剞ﾘ ./o＼｡ 

○ � ��

lr---A 
､｣一一一.-γ＼ 

(図-3)往復機構(背面)
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(図-5 )において.スプロケット(C)により左･右回転を取り出し.シャフトにより往復

運動をする針把持装置と一休の主体に取付けたスプロケ,ト切にチェーンを臥す. (C)の回転

により(a)も回転を始め･ (図-4 )の針把持機構の把持部(加潤じる(把持)まで回転し続

けるo把持し終わったら.本体が移動し始め･針金の引き抜きを始める.ストロークは(eXj)

のリミットスィ,チにより決定する.

針金の開放･把持は･往路と逆の運動をさせることによって行う｡把持強さ.開放口量は.

アジ･rストスク1) i-(i)によって行う｡

針把持瓢))には一針金の保護のためtク,ションを設け.同様に.把持具上舌にはゴムと

布の複合材を取りつけ,所定の本数を確実に把持するようにした｡

A.n.rI/針塩野量 

○ (i) ��○ ○ レ^'一七) 

針把持部())○○ 凵� 

○○ 剏ｾ品ケツMd) 
○○ 

(図-4)針把持壊構

(｡)布把持･開放機構

(図-5 )に機構を示す｡

布の把持方法には.

･耳部分だけの把持

･地部分全部の把持

一塊部分を含めた( 1 -2cn)耳部分の把持

が考えられるが･布の扇形歪や引き抜き抵抗･耳破れなどから.地部を含めた耳把持を採用

した｡

(図-5 )において･針把持部本体の往復運動を動力源とし.カム(n)に所定角度で取付け

た2本のレバ｣如･ ～)をレール(kめ両側面に固定した爪(lrE')によって作動させ､カムを回転

させてポー'Vo)と｢陣のアームに布押圧力調整スプー):〃号上下に挟み.把持レバーをフリーに動

かし得るロ,トを取付け.一本のレバーの上下運動を2本のレバーに等しい圧力で押えるた
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めのギア-(JZ)を用いて布を両面から押える機構とした｡布把持具にはゴム材を貼り付けス1)

プどめとした｡

(k)

(図-5)布把持横樵

(図-占)に針把持･開放.布押え.布送り.タイミング図を示すo

一一一一針金開放　　　　一一～一}布送り

=-≡-　針把持側休止時間　　-I-･布把持

(図6)針把持･開放･布送り･押えタイミング図

やう　布送り･搾取機構

針金の抜け具合によって布の送り出し.停止の指示をリミ,トスィ,チにより行わせるよ

うにした｡

スィ,チ部を(図-7 ).布送り機構を(図-8 ),布持上装置を(図-9 )に示す｡

50

ブレーキモーター　　　　ヽ　J

(図-8)布懸架･送り出し畿構

(図-9)布持上装置

ゴム

51



(図-7 )において一布押え側と針把持側にrrXdの2個のリミ,トスイッチを設け.両方

が作動しなければ.布は送らないようにした｡

リミグトスイタチk)により布送り出しの指示が出され､布把持レバーの開放によるリミッ

トスイッチ(1の働きによってブL,-キモーターに取付けた偏心レバー(偏心度により送り出

し圭謁整)により･カムクラッチで一方向寸動運動にかえ.ゴムローラーに回転を与えて所

定布量を送る｡

布の措上げは間接措上げとし.布の保護を計った｡

(⇒　その他の機構
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(図-10)布送りガイド

布送りガイドを(図-

10)に.布位置決め装置

を(図-ll).針把持側

の耳折り曲げ装置を(図

-12),針さばき装置を

(図-15 )にそれぞれ示

す｡

針把持具の開閉が上下

であるため.布は水平移

動が必要となり,送り出

しロールから布把持部ま

で布の折れ曲がりを防止

せねばならないため(図

-1ロ)のような布ガイド

を設けた｡

一-一一.._

反物支持台　　　　　　押付ガイド

(図-ll)布位置決め装置

のような布位置決
め装置が必要である｡

耳と針金の闇に薄い鉄板を挿入して分離し.パイル経と針金によって出来る鰍こよって針

抜き側の位置決めを行い･反対側の布端を鉄板側へ押しつけて位置決めをする方法をとった｡

ビトドの針金は特殊なものを除いて.殆ど耳と同じか･または耳より内mljまでしか出て

いないo針金のみを把持しようとすると･耳を折り曲げる必要があり､ (図-12)のような

装置によって･針把持部近辺だけ耳を折り曲げ･あとは復元させるようにした｡

布 針探知 スイタチ 儉(6�6ﾉ�x4ｸ486��(7��

~~■T｣∠〔 

･EB 

針さばき具一.~一一 

ガイド 

(図-13)針さばき主音

布送りガイドでも述べたように･布を水平に送るため･針金を抜き終わり.開放させよう
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とする上･下の把持具に針金が引掛り,スムースな落下をみない｡このため(図-15)のよ

うに.板バネを針把持部に取りつけ･布側に設けた圧接樺により.針把持直前に針金の抜き

終わった布側-.針さばき具を押しやり.引抜き､針金開放時に,バネの力で針金を確実に

落下させるようにした｡

3.試作境による強働結果と問題点

者働結果

(a)所要時間

対象反物　ナイロンパイル無地物(57y5.防cnt打込み)

反物長さ　　6.5九

把持本数　42号旬

稼働率　　95宙

針金総本数　7.958本

引抜き回数　8回/匁

所要時間　　約25分

(a)抜き上がり反物の状態

･耳破れは皆無

･一部地車の布把持によるパイル倒伏は問題ない｡

･抜き上がり反物はロール状に持上げるため｢しわ｣の発生はない0

(C)針金の状態

･定方向･定速度で引き抜くため針金の曲がりがない｡

･針把持面積が広いこと.ゴム材使用による針金の押しつぶれなど傷付きがない｡

以上のように､引き抜きに要する時間の短縮.布や針金の保護の面で｢応の成果をみたが.

より完全な機械とするための問題点が指摘される｡

機構面での改良と共に､例えば. ･各品種毎の針金引き抜き抵抗値の相違.同種にあっても.

経糸(パイル)や,緯糸張力の差や,糊付け･乾燥条件等によって起こる反物の不統一､ ･製

最経験や陛帝による針先きの不構い.針金と緯糸の絡み. ･反物の扇形呑みなどへの対応を考

慮しなければならない｡

試作針抜機第1号境

4 )少量捺染排水の排水処理装置の試作につLoて

技師　福　永　奉　行

1.は　じめに

当県の排水規制は他府県に比べ厳しく･規制対象となる工場では既に処理施設を完備してい

るが,規制外の工場も多く･これらも自主的に処理されることが望ましいのであるが,現在で

は安価で少量処理する装置がないので,これら小規模排水を対象とした処理装置を作ることを

目的とし一特に着色水の排水は汚荷感を｢層強めるので捺染排水を対象としてミニプラントを

試作するQ

対象となる能登川業界の捺染排水は1日の排水量は少なく殆ど捺染後の型弧残糊の水洗水

である｡

染料としては直接染料であり.捺染糊としてアルギン敢ソーダ.メイプロ, 7 7インガムが

主であるQ

BODI COD成分及び着色水が問題であり･排水が河川に放流されると住民に与える汚濁

感が強く,現在色に対する規制はないが今後益々規制強化が考えられる｡

項在｢股的な処理法を分類してみると次の通りである｡

1次処理-･･･

(前処理)

物理化学的処理

生物化学的処理

∫

スクリーニングl自然沈降

凝集沈澱,凝集加圧浮上. PH調整

酸化.還元ろ過,吸着､イオン交換

蒸発濃縮,抽乱逆彦嵐電気透析

電気凝集

活性汚泥

散水ろ斥

消化

滋賀県及び能登川町の条例基準値は下記の通りである｡

＼ ����BOQzm) 停粐簫�SSGpm) ��

50-50zn3 澱��ﾓゅR�120 ��#��90 俾�棹ﾊxﾏh･�f育���~�ｮ顏�&ﾂ�

10Ⅰ㌔以上 ���40<0 鼎�ﾓS��50 僞ﾉ6��ﾉ*ﾈﾏh･�f育霄i.旭顏�&ﾂ�

今回は操作が簡単で･ランニングコストの安い生物化学的処理方法としての散水ろ床と

物理化学的処理方法の凝集沈澱を組み合わせて少量排水処理装置を作成した｡
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レンガ等が使われていたが最近プラスチック波形の利用が注目されているo 

これは軽量で表面積が大きく,また空隙率が高いことにより,ろ材高さが6-1Dmと高 

くすることが出来るので従来より設置面積が少なくてすむ利点があるo 
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廃卿一担禦撃聞放流水 (6-75mの大きさ) 

散水ろ過床の機構 (最も初期のもので,今ではも効率よき形うー汚泥処理場へ 

ノ-~･.■■■~一､ 

∧ハ〈散水機 排ープラスチ,クろ材 水 

…1沈≡ 一一汚泥 2-2.凝集沈澱による排水処理 

液体中のコロイド粒子は安定な状態で分散しており,コロイドを何らかの化学的あるいは 

物理的操作により不安定化させ.互いに集合させ大きなフロックとして自然沈降させる処理 

操作であるo大きなプロ,ク形成のため凝集剤が使われ,無機凝集剤と有機凝集剤とがあるo 

操作として第一に原水と凝集剤との接触させる混合と第二に混合により出来た微少フロック 56. 



時間運転後の処理水のB OD

除去率を図1に示した｡

BOI)負荷1. 0kg/EF/日

で占5串の除去率を示し負荷

を少なくするにしたがい除去

率は上がった｡

メイプロガム,フ丁インガ

ムについても殆ど同じ債向に

なった｡除去率は期待したよ

り悪かったが,これは冬期に

実顛したため水温も低く生物

活動がある程度にぶったため

と患われる｡

(2)処理時間とBOD除去率に

ついて

BOD負荷u 8kg/nt/日

で2 4時間処理を行い各時間

ごとの処理水の除去率を図2

に示した｡

処理時間5時間で40弟前

後の除去率で.以降あまり除

去率の上昇は見られなかった｡

このことは処理時間を長くす

るより単位時間に於けるろ床

通過回数を多くすれば良いと

思われる｡

412.凝集沈澱による実験

4-2-1実験方法

染料として直接染料( KayarlJB

簾に供した｡
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図1 BOD負荷とBOD除去率

○メイプロ
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図2　処理時間とBOD除去率

○メイプロ

477インガム

Xアルギン

_f=-A I-;

2　　　5　　　7　　24

処理時間

Sum Blue FF2GL)50押m　溶液を作成鼓

凍薬剤として.硫鞍アルミニウム,高分子凝集剤としてスミプロ,クFA-5 0 (アニ

オン系)を使用した｡染料

溶液をビーカー5 00¢βに

取りマグネチ,クスターラ

ーで凍拝し凝集剤を加え.

PH調整し強洗拝2 D DR

PMで1分,緩速洗拝で5　過

分間行い1 5 0分後の上澄

液について測定を行った｡

4-2-2.実験結果及び考(車)

察

(1)凝集浴PHと脱色性に

ついて

凝集剤の添加量を500

脚nとし苛性の添加量に

よりPHを4-9での脱

色性を調べた結果を図5

に示す｡

中性附近のPH 6 -7

が一番凝集性も良くフロ
逮

クも大きかった｡しか　過

し,この範囲以外ではフ
率

図5　凝集浴和と脱色性

ロックも小さく脱色性も

悪かったoこれは生じた(¢) 40

AJ(OH)5が再びと

けだすためと考えられる｡

(2)凝集剤濃度と脱色性に

ついて

4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9

PH

図4　凝集剤藻度と脱色性

2CD　　400　5〔刀　　dCD　700　　8CD

硫敢アルミ濃度(脚n)
硫敢アルミの添加量を

20D ～800ppmまで各々加え透過率を測定した結果を図4に示す｡

5OOlpmからフロアクの形成が見られ400m}mで9 2弟の透過率を示した0　50Dppm

以上加えても変わらなかった｡

(3)染料濃度と透視度及び硫車アルミ添加量との関係

染料1 0押m～60ppmの啓液を作成し,その時の透視度を測定し,続いて硫酸アル

ミを各染料柵に添加し最高透過率の時の硫酸アルミ添加量を図5に示した｡

透視度が悪くなると共に硫敢アルミの添加量も多くなっており,透視度を計ることに
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より硫酸アルミ添加

量も推定出来る｡

(4)凝集剤による沈降

性

硫酸アルミと高分

子凝集剤(スミフロ

3,クFA-50)の

添加量と沈降性につ

いて図6に示した.

沈降距離が高い程分

散性が良いことを示

している｡ ①～④に

ついては硫酸アルミ

を50Dm叩n　として

アニオン高分子凝集

剤を5.4､5.2押mと

変えて測定したとこ

ろ5脚nの添加で5

分間で1 58加とな

りl高分子凝集剤の

効果は認められたo

⑨- ㊥は硫鞍アル

ミの添加量400押m,

5OOFPm　と少なく

したところ沈降性は

非常に悪くなった｡

フロyクの形成状態

も良くなかった｡
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図5　染料濃度と透視度及び硫酸アルミ量
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図6　凝集剤による沈降性
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5.ミニプラントによる中間実鼓結果

1日の捺染排水量を約2 JZFとLBODを200ppmに設定して, 80L/Hの処理能力を有す

る処理装置を試作し模擬排水及び総合排水による試験を行った｡

5-1　フローシート

スクリーニング 原水調整槽

各工程の説明

ピ　　ッ　　ト

スクリーニング

原水調整槽

散　　水　　塔

凝　　集　　槽

沈澱分離槽

最終沈澱槽

スラッヂ乾燥床

原水の貯留槽で出来るだけ排水の均一化を図るo ( 1 Ⅱ～ )

原水中の大きな懸濁物質を除去する｡

原水のP H調整及び次の散水ろ床による微生物処理の栄養渡( ド.

P)を添加する｡ (200β )

原水を散水器(ノズル固定式)によりろ床に連続的に散水し浄化す

る｡ (250g)

凝集剤を添加し混合する混合櫓とフロ,クを成長させろ凝集樽から

成り,混合槽で硫酸アルミを加え苛性ソーダ(消石灰)によりPH

を調節し高速捷拝を行う｡凝集糟は.高分子凝集剤を加えて小さな

フロアクを大きなフロックにするための低速溌拝を行う｡ ( 1 48 )

フロ,クを形成した原水を中央円錐部に導き下降流とし内側円錐下

端をくぐって外側円錐部に入り上昇流になり.スラッヂブランケッ

トが形成され清澄水と分離されるoスラグヂは.下流よりポンプに

より排出させる｡ (150β)

放流前の沈澱糟で最終PH調整及び流出フロックの沈澱槽である｡

(10081

下部に砂利を敷き,上部より濃厚スラッヂを入れ自然脱水させる｡

ろ過水は最終沈澱糟へ入れる｡ ( 150β )
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とが良いと思われる｡

凝集沈毅では硫敢バンドを使用する場合PHの範囲が狭くこれにより凝集フロックの大きさ

が異なるため常にPH･ 7. 0 -7. 5に保持する必要がある｡沈澱分離糟の大きさは最低1･5 -

2時間の滞留時間が必要であり.スラッヂの引抜きは排水濃度にもよるが1時間に処理量の1

割を引き抜くとよいo

馬力費は高くついているがモーターは各々余剰能力があり･タンクの落差を応用した送れ

注入方法によりポンプ稼動時間を少なくし1/5 -V2の電力費とすることが可能であるo

以上初期の目的である1日の処理量約2 dのミニプラントによる処理装置の試作で良好な結

果を得たが.今後は高度処理としてスラ,ヂの出ない方法での処理について考えて行きたいo

●●

5)ちbめん撚むらについての一考察

技術薄暮係長　尾　本　豊　次

技師　鹿　取　善　寿

は　じ　め　に

ちbめんの耗糸は強撚糸を使用し,強撚を施す時に問題となる撫難については多くの要因が

考えられるoその発生原因は用いられる撫糸島によって多少異去るが･精練仕上げ後発見さTL

ることが多い｡

特に,平入変b崩緬における撚難(部分的なしぼ立ちむら)は.平糸が打ち込まれている関

係上厳a)部分的内撚トルクむらによ｡て.わずかな撚むらでも目立ち易い結果となる｡今回

は,撚むら発生の原因のなかで.スビンドル回転むらによる撚むらを除き.撚糸工程における

撫難発生の原因と思われる諸条件について変b撫糸の主体となる強撚糸について報.検討し.

撫むら防止の指針とする｡

1.乾燥条件と撚むらについて

変わちbめんにおける下撚の強撚(湿式)施撚後.いろいろを方法で裁決されているが,巻

揚形状(特にS'リンダ為されたもの)や丑によっても異なるが.乾換むらが生じ場合次の工

程の合糸(カベ撫された糸との上撫)および.上ねの際,強撚(下撚)のもどb現象に差が生

じ,撚むらを発生すると息われるので検討した｡

(1)捧糸条件

薄糸の形態

500%･S
( 5…5000:'･;.～

便用撚糸熊

;I,2.7告ぎ⇒綿糸(Ti:去-:.'.:;誓

2000%･S･--42中X･2本

(2)竜煉条件

低温恒湿詞換横を用い.その前面の一部をボビン状にけずり,ボビンをはめ込み､一方を

報棟内に.他方を常温.湿度下になるようにして乾煉むらを強制的把作った｡

(3)温湿度条件

恒温恒湿試換段内の温湿度を1表に示す条件でおこなった.また.乾燥機を用いたもの吐.

2表の条件で行った｡

a 鼎����do℃ 塔����
505 ���,r�A ���"�

60¢ ���A.B ���

90弟 ���"�A ���"�

1　　表

乾嘩竺 ��鳧ｭB�5時間 店鳧ｭB�

温度 100℃一定 ���"�A ���"�

2　　　表
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〔注〕･ ①　表中のA-I-･･条件による乾煉後24時間放置して.合糸.上燃した

もの｡

表中のB･･-･.･,条件による乾煉後すぐに合糸.上松をしたもの.

@ 1表における乾燥時間は糸丑が少ないので5時間であるo

(4)製織条件

経　糸　27FFク5才.　27中神(配列　2:2)

蔑　　1 0 05m/5.78cn　　2ツ入

打　込　80*/5.78cm

(1)の撚と逆撚

平糸-..''.'42中ux4未　500nT'k'Z ) 4DOT,-S -･････.････････････････㊥

試料と逝鮭の糸㊥姓,自然乾燥したものであるo

弗糸配列(王Xg)(宣X参で前記(3)条件の1 9試料を順に試織した｡

(5)結　　果

1 9種の試料を用tJl試織Ll白生地にて肉眼で調べた結果.大差が見られなかったが.乾

煉温度が高くなるにつれて. yポの立ち方が低くなる傾向が見られる｡これ性韓糸がセット

され解撚いレクが減少したためと思われる｡しかし,約6 -7cnL間婿で乾燥斑が出来ている

にもかかわらず.その侯向が顕著に現われなかった｡

乾嫌機の容量(乾燥器や乾燥室)や構造によって竜漢時間も異なるが.要は寮内(乾魚津1.

室内(竜煉童)の温度分布が均一になるようを方式をとるのが重要をポイントである.また､

温度においても理想は低温で長時間華族するのが好ましいが､最高占0℃までで乾煉するの

がよいといわれているo今回の実験において吐顕著にみられなかったが.乾燥後は自然状態

にもどしてから次=雇-移すのが無難であるQ

2.下菅の太さと.鐘先長についてのしず輪の変動,張力の変動および地政の変動について,現

在,多くの=葛では下菅のラーsf化が採用され下菅もVス前の4寸菅の使用されてVlるところ

が少なくをっている｡また,菅に巻かれる糸量が多くを少,当然菅の太さが以前と比べると相

当を太さになっているoここで問題に怠るの吐.撚糸幾の構造上,菅直径が太い場合,当然バ

ルーニングも大きくなれ鍾先近くで.スピンドルに巻かれる形となる｡このような場合.メ

ルーン同志の蒙蝕などに上って.しず輪の運動量が大きく恵9.当然撫数も変動するものと考

えられ.それらの関係について執験したo

(1)各　条　件

0号の太さ･･･--5.5cd. 4.507沖. 5.5血中　(5条件)

o鍾　先　長･･･････-7.OcnL.　5.5仇.　5.5cn　　(5条件)

o糸端位置･-･･-満管時,中間時.菅尻時

o原　　糸-･･--27中×7未

o撚　　数･-････約525DT^an (平均)

68

ず　輪　変　動　量

.C　　　　4

O L　ず　輪･---･55匁使用

o撚　糸　機･.･･･････八丁撫糸島

oつむ先砂状-･･-･仏) e= . al) ∈====

2-1.しず輪の変動王について

各条件によるしず輪の変動を調べた鈷果が図1である｡

7. 0　　　5.5

つむ先長(也)

つむ先7.岬

5.5　　　　7. 0　　　55　　　55

つむ先長く如)

55　　　45　　　55

菅直径(｡㌦ )

55　　　45　　　55

菅直径(cnQ )

菅　尻　時

7. 0　　　55　　　55

つむ先畏(cn)

つむ先5J5chE

55　　　45　　　55

菅直径(cnO )
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A E17 1-十 .+; 藍ii菅径が太く紬ばし湘変軌大きく棚が短かく淵圭も同じよう紘 H L;きくをる侯向がはつきbと現われているoやは9-号径が太くなればパル-ン現象が大きく 宙+(+b�}菷b�ｶ､ﾄﾊB�ﾅ�ﾘ.(炻�蓼耳���R�ｷ&ﾂ�ﾂtｧ�6簫�ﾂﾕ��r�綴碇討�,B簫wｳ｢�vﾅCｨ���定*(+ﾒ��ﾘ耳��4ﾈ8���ｲ��ｨ����奉�岳*B�葈爾�*ｲﾒ��4R�議も >- + 左_ I. + 秦 至福 冓��ｸ鳬(hｭH鳬�ｹ�ｸ鰾�

∴喜皇 �������h,亂ｨ*�.ｨ.倩X,ﾈ�8ﾇ�*ｩW8��.�,h,�,�,H+X+厭h,ﾉ¥�:�/��X*ｸ*ﾘ+X,H*(.�.�,ﾈ,h輊.ﾘ.ｨ.薬��70-7 

また.鍾先が短かくなれば.管径に関係をく変動圭が増大することも同じ原因と思われるo 劔管径55cnlQ 

喜要_fbL完左三雲::誓芸三芸表芸誓言Kk……三漂芸芸三笠:孟三言芸芸芸hbi':≡<'… 劔賢∴≡d45m.≡605‰≡瓜5丘㌦ 
賢毒…るo 現在使用されている湿式撫糸機吐1)ング撚糸牧等と異なれ前者吐糸が巻砺られる分だけ _管: 供給され.後者は常に｢定の送b圭によって供給される機構であるため一前者のような場合, つむ先長さやしず輪が重要なポイントであるoそのしず輪の変動が大きければ.その部分は 劔¥�綏�9¥��¥�/��:紵:紊�:紊��|ｩ|ｨ8�|ｧ�ﾃｳV6B�S�S���6�茶�SVﾖB�6���

ta喜.撚むらになるoなぜ的,巻削れる他やシリンダー蛸に礁eLているため.し硝 

酢が大きく下がる-その分だけ糸如多く徹されるo次忙しず輪が-雇まで戻る拙 がるが,このとき比重先から糸は供給されない状態であるため.それが繰b返されると部分 =聖的な撫むらを発生させていることに去るoこれについては後の倣変動との関係で述べる0 ㌢の慧讐:…芸三hh慧慧言bh三三つ拙菅径についてlどちらがどの観 剴##�#��ｳR綏6ﾓB�����B�､薄ﾆﾅﾒ�r腓SSR經r��R經R經r��R經SR�

分散分析表. 劍,(-��i+r姐r�,(-��i+r��,(-��i+r以ﾂ��

喜妻要因SdfmBF｡F(ncB)F(n01ー寄与率の � 
1号■つむ先長仏)5159225β516.57+6.9418,059.5 菅径㈲29.052143万9L25+6.9418.0555 ･e6.2841.577.2 ��r��3ｲ����e7B��ﾕ2��+3���,(-��cr餒HｻX,(-��cSXｷx,(-��cR綏6萃�調�u�s�"�

計弘7281[0 5衰 劔i��ｸ鰾�*3i*3c�4��ｸ鳬*3c�(h�"�

第5蓑上り.つむ先長および菅径ともに5好で有意で.特につむ先長の影響が大きいことが わかるotた寄与率をみると.つむ先長(7.OcA.5.5cyL,5.5仇ヽの方が約60感であれ 竃菅径lbもつむ先長による影響が大きいことを示している0 2-2.張力変動量について測定位置 衆力潤定位置は図2 劍ﾇﾃR2��ﾘﾇﾃS�ﾇﾃS������ｩ(hｭH鳧������ｸ鰾�

き ～ Li∈▲ ･ミ蛋 ¥:A ･▲ 1-. 重 唱 専一 

に示す位置にて,自動. 剽ｳ��ｹ�ｸ鰾���ｹ�ｸ鰾�5竰�

事記軽装置付きのテンS/ 蓋至 剴##�#��

-蔓…7ンメータで測定したo 毒害0他 剴������

しず輪 葦.=J芯..S:..EI, 剽Ffﾄ薄ﾆﾄｦﾂ�SR�+ﾈﾆ�B���R經SRﾉ+ﾈﾆ�ェﾓSB俣SSR�+ﾈﾆ�ﾘﾂ��R��ﾓ2�

卓...70 --⇒ Sj -≡卜二串 劔71 



i 堤 a 転 峯�ﾉ�'��ﾈ(ﾅ(ｷ)�cXｷ(.�*ｩ:ﾙ=9¥h,��8.�+X昌'�,Bﾂ��ﾃ��ｸｹﾈ+X+厭h,ﾉ¥�:阡�,i:�+h*ﾙ*9|ﾙ¥�:�*ｨ*�.�+�,h*ｨ.ﾘ*�.鑓-ﾈ+ﾒﾈ���h,ﾉ+x+8*ｩ%ｨ*ﾘ,�.ｨ,騁ｸ4｢�9b�Yo�¥�ﾈ蓼ﾇﾈ,hﾇﾉW佝Im��悦ｸ抱ﾇ杏ﾈ�8�8ｸ霽ﾈﾇﾈｽf�ﾈﾇﾉF��8ﾇﾈｽhｸ�����(.薬�蛋 等毒 ､7妄 蛋 十 唏����h���ｲｲ�ﾘ�ﾒ��噸�ﾆ��k(机ｴ｢��+)�8���陶?��蓼*･��Vﾆﾈ�井��U7ﾖｨ���簫ﾓ���ﾒ������B�'Fﾄb��ﾖ�,H+2�ﾕ�ﾜR�ｲ�<鵙��ｶ���冷�ｻﾃ｢�v(ｷﾂ�¥r�v���ｲ�����"�ﾈ��ｲﾒﾒﾂ���ｩ?�D簫�$｢ﾒ�ｲ�7�6ｦ膝B�-i┘��r�,Cｳ｣��ﾔﾊ"�｢�溝菅時中間暗号尻時 7号径55cd77 を二~撚撫6撚6 -書き数45cdA数菅径55od数 

～ 分散分析表 �6��

守….要因SdfmBF.F(n正)F(Col)寄与軸) 励ﾘﾍｲ�ii つむ先賢575.542187.751.6*♯6.9418.055.9 椿停�$ｨ蔗��bﾒﾒ�>��仍�耳�ﾉ?�N�ﾅﾃ｣Iu｢コﾃSCRﾒ�

EF 昌主≡菅径272.452156222.9''6.941&040.6 琵萱■e25.7545.94 m3. 計671.528 号3 ､毒4表 俘ﾈｮﾂﾄ��刮m�ﾒ�ｴ)Tb�7u��ｶ8�2�6ﾂﾒ�

-Ji重義宣誓乃 ･ぎ争エほしていることdDr則82 剴##R綏6CC"�CV6��壁 ､蛮 撃 _iT去一 難 演義 霊 悪書 �11155d¢ a-- llllllll 7.055557.05.5557.05.555 

がわかる○また寄与 至芸芸;誌三諾50......:●. 弓長に上るものが約5540 ●● 劍,(-��i+r�;�,(-��i+r�6'B�,(-��i+r���,(-�+sr蔕5$ﾈ,(-��cX��,(-��cSY�ﾂ�ssyi隱���

を如菅径に上る-../●. エbも大きいことを50. 亊�ｩ�����裘�5ﾘ�2�ﾋ��

示している○次に.' しず輪の変動と張力20 の変動の相関を示し10 劔j�IE�X���ﾊｸ自�I�h鳬�ﾙi韈I�ﾙ���2�
毒芸 1ぎー 追 ∵㍉ 

+_- 賢 凵ﾟ--;/-:変変変 

たものが図4であるo 劔(hｭH鰾�

-/妻蓋≡妄4;ず聖lJ2'l4 剽靆ｸ自:�:紵:紕�-佗ﾉ(hｭH鱶B｢ﾉ-冤��##"��ｹ�ｸ鰾�
≡.ぐ h-.i:-～ 邑~て 

き/ 予- ふi l⊃1-㌻ 

しず輪の変動量が大きくなれば張力変動も大きくなb,この二つの闇把は相関係数u82と ま非常に相関が高いことを示している○つまb.しず輪が上下していれば.張力変動も同じ上 冒 軍うな債向で変動する籍果となることを示しているD ･盲2-諾禁芋KL完三変動潮の軌.つむ,ERや菅径による抑大さいこと吐 劔�ｹ�ｸ鵤�����

ヽ主:.- _主項 -､■ 言* I.-学事苧 忌こ 冤llZlllll 55455.555455.555455.5 管直径(㌔)菅直径(cd)菅直径(cd) 

萎 れ糊したが.それが撚数にどの程庄野響を及ぼすかを図5に示すo 劔�ﾓR�

∃72 ト ド 剴sR�



忠 ;賀三 +i iL】 汚毒章 L松 宗!i 達■う 義 一当 たi ～ ��Fﾂ�"��ｹﾆb�ﾊｹE��I¥�:騷i6h鵁�,��9D��-�+ﾖ���r��*ｲ�%�爾ﾕfｲv轤ﾕぴﾒ蛯ﾒ�(������蓋窮イ 一一だ,k き髪 ∵.+ ､燕 繁華 �+X+厭h,ﾉ¥�:馘ﾈ,i*2��(ﾞﾓsy|ﾙ¥�:驂ｨ,i:�ﾂ�+�,ﾂ�E�r霽ﾈｮﾘﾇﾈ��靈��羇�l ;;i 豊 + ぎ + ��

ii倣変動率との関係は､特に満官時に軌ハて-つむ先長および菅径による影野が見られ 亦ﾓbﾓ���s�ﾒﾓﾓ��ﾊｸ����?�辻ﾓｦ奉�X�Vﾂ�ﾕ��R��鰍�辻ｹ?��ｶ��壷7ﾒ�ｶ32�xI�Dﾂ�(YZR�坪耳蓼爾�調�6�蔘ｦ�ﾒ�ｮﾈ�,R�l 数6.●hK脚を受けやすい 辻謦�ｦ｢���C�����V｢ﾂ����ｲ�Yeﾒ�ｲ���b�ｲ��b���m��:i. --i/ 二′-← .鶏. ブ1: 

書き享一号芸芸芸三三三言慧芸芸三三三慧芸三ot管径について軌たものが5表であるo 諾;ラ分散分p折衷 凾ﾇ,.ことが証明できるoL 亭変54.;..かこ:志芸誓≡ 

蔓を蔓要因Sdfm8FoF(a伍'F'n0.､番頒㈲ 頭書皇つむ先長15.125.6557.7事.6.941&087.0 】菅径1.120.565.676.9418.08.5 en6'4u1545 計15.D8100 5表 + {j5真上9,線変動 ! モ卜ri,つむ先長に上る歩 剴ｮ一..場合のFitんど臥し --f5.ず輪が下に落ちてなけ 率2.....:.'慧慧票≡三芸三 ●■ ･#)1:三三禁警三言Rj 次の表紬.各測定 1占2b5D壷5占db7ら値の最大値と最小値か 

J絹 雷が大重く,1歩で有 凾ｳ二張力変動率(?ー上び平均値を示したも 

~`喜当意となったo紙そ撚8 剞}7のであるo 

葛の寄与率棚8," 儺/九 

!つむ先長の方が影響を散7. 剞寶�盾ﾂむ先長eA)7.05.55.5 

かよほしていることが6.r幸uaS わかる○変.｡ 凵� 菅径雷撃董28444:0至至言等2:59:2呂襲 

趣致変動率としず輪5 変動量および撚数変動動.● 事と張力変動量との相4●● ● 閑を示したものが図6率●● および図7であるo㈲;.........● ●● �4ﾒ�)sｧ唯ﾂ�冶爾�ﾋ�7�｣r���h磁��ﾖﾅH6��+�ﾓ����蓼ﾘb��+�ﾂ�綴ﾊB��55㌦轟軍書葺き呂555蔓2iBd52582芸o? -1=霊薫軍書言444:0555緋重緋 手書"MAixN至芸89:o至…:40g至享等:0 4扉違軍書21:2BD至言24420喜喜喜21 侭TR��ﾒ�ｲ���8�������ｲ���ﾈ���韲��ｸ5b�∴'.二謙二 ~ミご二 ■士′_ +､ト rt _% 

1 llLIJ 2468101214 しず輪変動量(cnL) 剴ﾜ"MAi5555言560,005552?5520555224_Bo墨 書軍書285625B至23喜呂董2i265B 5bd塵軍書2764:0,552183,g書94重200 

図6 剄vM"AxlB.至描董21i2!0-至蔓02号 衰6 

萱74 蔦ｲ粐�<R�ﾓ｢ﾓ､�ｲﾒ�5x+�"r�75 �� 
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諾 i -守 演 ド 又��ﾆ｢� 容Bﾂﾒ�+�.ｨ-ﾈ,X,ﾒ�5��

(++ 
'三三壱撚数の(最大値-最小値)を示したものが表7である. 

ビンドル先の形状 Aについて試験を 行つたがlLず輸 �/��｣粐�ﾏｲ�ｶ��

妻墓-wR,-,7.05.55.5:,/~■~ 

賀,藁管径(cd)満400580760 凾ｪや葱台に落ちて28 

…∃…喜5.5中5605J80400 紺尻r%,'2,'J'9'J';OrJ"ATzJ'?','i,'J'0,"dA560 凾ｵまうことを予想 したが.下につか26 えなかったo(特し 

望三溝400420700 凾ﾉ満菅.管径5.524 �,"�*��

潤■■一一一一■-El勝彬瀦膨d- 剋ｱ変芸≡5ibず22 大)しかしlBの20 形状スピンドルを輪 使用した場合.つ18 む先が5.5cntのと きある周期をもつ変16 て(管の中心軸114 ら最外部までの糸動 ���|r������耳��"�����ﾆﾂ��ｫ2�
尻540W,"i:o:1"Aw/:2:;013%場､.ニー_三≦議 

藁.5.5…髪,喜3,;I:,Bi:勉,妻,,{),,Ffj,SOL;Ay,茎=8:::D;7"m因:警護ミ~?-i.;5,--_.≡ 
-i芽衰7三;ご表 

J蔓専政差細ると2DD,,"760T^kまで′くヲツイて棚.つむ先長および菅径欄薫望 

保をく.菅尻になればその差が小さく.ほとんど10¢以下となってV,る○しかし,つむ先 剪ｷ)やな台に落ち12 

長が短くなればその差が大きくな9,5.50nLでは約25弟も撫数差が生じているotた.菅■■p…≡J---=表√ 凾骭ｻ象となったo 

径が太くたっても.つむ先長を長くすれば小官くなる侯向を示し.先述の分散分析における.-.ノー⊥-~=孝 心一一､L-- 勍やむ棒の位置の多量10 

つむ先長のJE響が大きい.ことと同じである○従来の青笹であれば,つむ先5.5cnL以上あればLI~Jt:Yウ= 剴ｮでその現象を無● 

上いが.管径が太くなれば.6CnL～7仇必要であろうo'f､∈ 凾ｭすることは出来㈱8 ���6��

2-4.スti'ンドル形状に上る影響＼-と1㌧.■≡亨ミ_ 凾驍ｪ.しず輪の変 

現在使用されているスピンドルの形状は図8に示す2遺bがほとんどあるが.撚糸機の種こ,㌔__ら::I,.≡竜 I._亡 剴ｮする量はやは96 
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ある程度あれば良いという安易な考え方であるなれば間頓は大きいのであるo特に菅径が相当

太くなってお9.号径が太くなれば.当然つむ先を長くして,その影響力を小さくすることが

望ましい｡また,乗鞍工葛で蘭軌している撚糸境を見た場合･ =場の管理者は･しず輪が下に

落ちていること吐絶対無V,と言われるが.数多い下菅の中には.変形して鐘への挿入が一定の

位置まで人らをVl菅が5 0本に1本位の割であったo (Al場)このような菅を現場の作業

員にチェックさせて.修理や廃棄されてhれば長vlが,作業者-の指示が十分なされてVlるか

どうかが問題であろう.また.管理者の意志が完全に作業者-伝わっていればよいが,それに

ついても常に点検する必要もあると考える｡

今回の碓結果から見ても.つむ先の管理は菅が太く一長くなっているので今まで以上に必

要であb.生産の合理化によって品質の低下を需かないように十分管理できる体制を酎ヒする

必要がある｡

6)ちりめん水洗工程改善に関する研究(I)

技師　木　村　忠　義

1.は　じめ　に

長浜地方で生産されているちりめんは年間1 5 0万反2 D D鹿円にのぼっていて･それら全

部が浜ちりめん工業脇)において加工されているo

加工工掛こおいては生糸の不純物(セー)シン･ソーキング剤) ctcを除去し白く仕上げるた

糾こ精練漂白が行われており,現在は反物を撮りたたんで敬ヶ所につり糸を通すつり練方法が

採用されている｡このつり練方法については槽中の液の循環は重要な加工ポイントとなってい

て全反物がむらなく均1こ仕上げるための条件の--であるo更に構練漂白後の水洗工程は脱

水･乾鰍こ移る間に. 4ヶ所あり･今回この水洗工程について検討を加えてみた0

2.供託料および試験方法

2-1供試料　◎十越ちりめん　貫ハ故

2 -2　布中の分析試験項目および方法

α.アルコール抽出分:ソプクスレ一拍出番を使用してエチルアルコールで5時間抽出後次

式により計算した｡

轟l00
A :抽出量的

W :試料の絶乾重量

a.含水率　　　･.試料の絶乾重量を計算するために含水率を測定したb

好-当課X.00
Wl :試料の鼠乾重量卵

W2 :試料の絶乾重量Q)

C. PH値 :試料の5 0倍の蒸留水中で温度50℃. 1昼夜浸漬後R6ろ紙にて

ろ過後ろ液をPHメーターにて測定

d.敢消費量　　　: JISE. 0101(PH4B)にJ:り測定(指)メチルレウト指示薬

C. E.D.T.A溶出分:含金属分の推定として015¢ sol. EDT叫容液( 1 :50)を使用し

て温度7 0℃2 07rEin処理後水洗して試料の試験前後の重量差より求

めた｡

W2 -W5､, .((　　W2 :試料の絶乾重量q)
× 100

W2　　　　　　　W5 : EDTA処理後の試料の絶乾

重量的

f･炭醸ナトt)ウム溶出:試料の5 0倍の0.5¢ sol.炭敢ナトリウム溶液を用いて温度95℃

分

g･金屑分

× 1CK]

2 Dmin処理後充分に水洗して乾換しその前後の重量差より求めたo

w2 -W4一,一M W2 :試料の絶乾重量Bi)

W2　　　　　　W4 :衆敢ナトリウム処理後の試料

の拒乾重量的

:試料を硝酸( 1 5bte )過酸化水素( 1 0机g)の湿式灰化後ろ紙

R0.6にてろ過し､そのろ液に蒸留水を加えて100bteとした後原子

吸光分光分析装置にて金属分の分析を行った｡

h.供試料の精練･漂白･仕上について

浜ちりめん工業(協)既存設備による｡
1

3.水洗液中の分析について

水洗工程においては織物内部および織物表面上の水の動きが重要な因子と考えられるためl

織物内部の水の動きをみるために残留成分の分析を行い.また表面周辺の水の動きとして水洗

層の異なった場所より水洗液を取り出しこの液の分析を行った｡

5- 1精練･漂白における水洗工程について

下図のとおり水洗工程は5工程あるため.その中より4工程をとりあげて試験を進めた.

布-荒ねり-匝ヨ一本ねり-匝垂⊆耳一回-漂白-

水洗→仕上ねり　→

5-2　水洗工程における水洗水の試験項目について

C. PH値　　　PEメーターによる

b.濁　変　　JIS K olO1 8　｢般法

C. S. S　　　　〝　K D102　　1u2法

d.透視度　　　自記分光光度計によろ
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らわれているo荒練水洗､本棟.蘇.水洗後のPH値は9-9.5と比較的高くなっているの 劍���ｸ,�,H5�98嶌ﾎ84x�ｸ6Wﾙ=8�,�,I�ｩ.�+X+ﾙ&ﾈ/�Uﾃ(,�*�.x.ﾘ+X+ﾒ餮ｨ�8,ﾈ陌f(ｫ榎ｨ,ﾘﾗ)�ｲ�

は精練液がアルカリ性のためと思われるo 劔�Y�Hﾔ�/h*ｨ自MI�ﾘ*ﾙgｹ8�9"馮ｹ8�9)�Y�B韆H�8ﾔ�/h,ﾉ=ｨ,�.�*ﾘ,�,�,H*�.る�Y�Hﾏ�ｨ*ｨ*�.r�
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仕上加工されている白生地中の抽出PH値が弱アルカ')性の7.8と低いのに比べ.仕上水洗 剩�(ｨ�Z��{��｢蓙�$4�9(ｨ�Zズ{��ｨ,h,�,�,H*(.躍��$4�(ｨ�,�,(*(,H,ﾒ��

水のPH値はaOとなっているのは測定物が水洗水の場合と布より抽出方法によるところの 劔Wｨ�8,�5ｨ685�99Z｢ﾂﾘ5ｨ8ｨ5h99Zｨ*ｩ�ﾘ*ﾙWI(X+X,H*(.��Y�Hﾔ�/h,h+X,Hﾗ)�ｹ�Y�B馮ｹ8�9),ｨ+Xﾔ��｣｢､ﾂ�

関係と患われるo更に自生地迄のPH値が弱アルカリ性をあらわしているのは布表面に風合 劔/h*ｨ-�+�,&��$4�(ｩy�TED�(ｨ�,h.�ﾜX�I)�i&��8,�.ﾘ+�*�,偃ｩz�+8.ｨ,H*(,Hｼ��

保持のためセ,ケンの分子膜が付着されているためと思われるo湯通し後の水洗において. 布上のPHと水洗水のPH値が交わり.この水洗工程でほぼ同じの値を示していることを考 剪ﾘ,��Y�H*ｩeﾘ-ﾈ.ｨ.���Bﾓh褸��N�ｨ,�,(*(,C����ﾓ�褸��N�｢�

えれば.湯通し工程の温度が大きく影響しているものと思われるo 劔Wｨ�8,ﾈ4�8ｸ4ｨ8ｩZｨ/�(i��+x.�,冽h+r�

4-2透視度および濁度について 劍.伜�,ﾈﾅﾈ/�t3�X,ﾈ咢ﾘ,亅x螽+X,C�ゅ��

表1のとおりになっている○水洗水のにごり具合は荒練水洗水のみ程度が高くあらわれて いるo透視度12.濁度占5であり.精練液中のマルセルセヅケンやセ1)シン物質のためと 劔~ﾈ��(ﾇﾉf�ﾆﾇhﾇﾈｪ��6�ﾇﾉF佗�c�貳ﾂ綯�

思われるo透視度としては肉眼判定であり-濁度は分光光度計にて物理学的に測定した値で 劍*(,Io�C�ｷ&�/i7�,X*�.��ｹ�Y�Hﾔイ�CR纈�

あり.それぞれ同じ債向をしめしているo 劔/h,ﾉ=9MH,�+ｸ,ﾉ&ﾈ,ﾘ晴,�*ﾘ,�,�,H*(,B�

4-5SSについて 水洗水中のセ,ケン分は液中コロイド状態になっているためSSとして測定されずコロイ ド状態よりセグケンカスになれば測定されろoゆえに水洗工程間の相違はみられずセツケン 82 劔Uﾆﾈ,ﾅ��&ﾈ,i}韜x+X,H*(.��#��ﾆﾆﾂ��$4B�コ�?�耳�｢�
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試料中に含まれていろ6種類の金属成分を測定した結果は表5のとおりですo精練前の布 劍ｦXｴ�Y&�,h.�¥�ｸ,ﾙDh-�.x.ｨ+�&ﾈ,ﾓ偵I��8,X*�.停�

r皇:溺 ��8,�,ﾔ6�蒭�*｣)6���8,hﾜX.��ﾘ*ﾘ-ﾘ.x.｢韜�,沸粭7R葷粭fX,ﾉ=9MH,X*�.な+ｸ.｢��5-5濁度ー透視度について 

l∴≧事I �+ﾈ.ｦ��).��ｨ/�+X-�+X,H*(.薬�剞}引こ濁鼠図4に透視度をあらわしたoそれによると水洗糟の上段.中段.下段と深く 

荒棟水洗.本練.湯通し水洗.仕上水洗工程と布が精練加工されるにしたがい金属成分は 劍,�.�,�,(.ｨ,I�y7�,ﾘﾘ(+YKX/�+X-�+R�:x雹7�,�,(*(,H,ﾙKﾙ��,�.�*)&ﾈ/�+X-�+X,H*(.愉�Y�B�

減少していて最終布上には金属6成分中Zzl.Mzlは殆ど残留しておらず問題はないo残留成 劍�9�H,ﾈ�ﾈ�88�689�*ｩ�y7る:x雹7�.h.吋h-�.x.ｨ.鑓+�.ｨ.x,ﾉ�ﾉZｨ,ﾙ�X,ﾈ刪.ｨｾ�x/�*�.x.ﾘ+xﾘ��

分としてはCaQ.085軌MgO.0069丸Cuo｣DD19丸Feo.DO14帝の4成分が認めら 劔mｨ,X*�.るWｩ(h,ﾈ5ｨ685�98.)��ｸﾝﾉ9�*ｩv頽�+X,H*(.侏H宿,X*�.る�Y�I�Y|ｨ.(鳧ｭI9�,h.�､､R�

れているo 劔��+X,H*ﾘ.�,h輊.ﾘ.ｨ.鑓+ｸ,ﾉ(h,X.�6�8�684ﾈ,ﾈ自MHﾘ(*ﾘ+X-�+X,H*(.��ｨ�,ﾘ岔&�,ﾉ(h匣見'Sﾔﾈ7雕鞋��

ちりめん布上に金属成分が付着している場合,精練むら.染色むら等の染難の原因となる ため充分な水洗が必要とされているC, 表3含有金属分析結果喝 甥軸ca叫gZDCuFeMn 劍,X*�.薬��ﾓ9�y7��ﾓI:x雕ﾆ8耳+簇帝|����ﾆﾂ�ｲ���"�

原布5.742.090.050.Plo.0口50.007 劔1 ,A,77-' _i"/-7. i:r/ :_:串: ･子平 -､ク東 i;ぎ_ /-{ ■:隻 

AO.5DaD5nDID.005aOD2D 剩2�

Bo.04.nO50.008uOO50.0010 剩*E･�����ﾕ��8岐�

Cao7aO90.006010020.ODO90 DD.080.00600.OD10.0010 5.糟中の水洗液の状態について 変りちりめんを5段吊り(80-90反)で行う櫓の位置による水の状態を調べるため.荒 剴･�+�¥ﾒ��C���ﾒ��ﾂ�����#�ﾓｳｳｹv��
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ポンプ側のBの位置が水桝間による変化が認められ-れている様子がわかるがt.-_(;_議 ( 85 チ_Lち pさlE 



C方向と中央位置Aについては水洗時間による変化があまり認められず.水洗時間1 0min

が充分でないように患われる｡全反物を均一に水洗するためには現在以上の水洗時間,求

ンプの能率7,プ等が必要とされる｡ (図5参照)

¢)透視度･濁度と水洗時間について

図6.7にしめすとおりで.水洗時間による変化があらわれているo水洗時間が5分程度

までは水洗液の汚れ具合がよくあらわれていて.それ以後については変化していない,.節

しい水洗水によって布より溶出している不純物が水洗槽中でうすめられてきて変化がみと

められないと思われる｡水洗格より全反物を引き上げる際には濁りが｢段と高くなってい

て内部に不純物は相当残留されていると思われるので.水洗中に反物の上･下運動を行っ

て水洗した方が効果的と考える｡

図5　PHについて

2　　　4　　6　　　8　　10　12　14　16

水洗時間(7nin)

図6　濁度について

2　4　6　8 10 12 14 16

水洗時間( 7nin )

6.各種精練剤の水洗による除去について

図7　透視度について

25456　8 10 12 14 16

水洗時間( 7nin )

精練剤として使用される種々の薬品界面活性剤が水洗でどのように除去されるか.ビーカー

テストで検討した｡

占-1試　　料　　一越ちりめん.抽

6-2　処　　　法

1 )使用精練剤.済度(各々単独使用)

セ,ケン　　　5東soL NaCO5　　1砿soI

Na2SiO5　1 %　p　　　　　/Jt+･>　lS n

H202(55帝) 1東　n　　　　　　モノゲン　　1妬　n

ハイドロ　　　　1妨　N

2)処　理

①原布を各種精練剤掛こ浸漬( 60･C 5Dmin.浴比1 : 50 )

e)蒸留水にて水洗　　(常軌5min.浴比1‥100)

の　①水洗の繰返し( 2.5_4.5.引司)

② ①をセ,ケン使用の一旬を湯通し水洗( 80･C 5,nt･n､浴比1 : 1DD )

①　㊤湯通し水洗を繰返す( 2.5.4.5.引司)
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6-5　結　　　果

図8　PH値について

一越ちりめん

7)綿クレープの風合いについて

-　よこ糸撚セット条件の影響について

Bi 1 2　5　4　5　6 i 1 2　5　4　5

水　　　　洗　　　　回　　　　数

水洗後の水洗水のPHを測定した結果が図8のとおりであり.触･ちりめんとも同様のカ

ーブを示し.セ,ケン.ケイ敢ソーダ､ソーダ灰等のアルカリ助剤は水洗で除去しにくいよ

うである｡

7.結　　　論

ちりめんが染饗として返品される理由の-一つとして精練が原因となるものもあり.その中に

は布上に精練残溝があると言われている｡従ってこれを完全に除去することにより難物も減少

するので.布上に残溝が留らぬようにするためには水洗を充分に行う必要がある｡そこで.堤

在精練工場で実施されている水洗工程の効果を判定すろため各水洗工程の槽中の水の成分を中

心として検討したところ.各工程で夫々の効果を挙げているが.挿中での場所でのバラツキが

認められたこと.また水洗時間も｢応1 0分で切り上げているが適正なのか判定しにくい結果

となった｡今回は水洗液の分析を主体としたが今後は布上の残留分.水洗操作.時間.ポイン

トとなる水洗はどこかを究明し,水洗工程を改善し品質向上に寄与したい｡
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高島支所主任

技師
技師

小　林　昌　幸

吉　田　克　巳

浦　島　　　　開

1.日　　　　的

｢殻に綿クレープのように､後加工でシポ出しをするにはl撚のセ,卜温度はシボ出し温度

よりも低くなければならないと言われている｡当産地において綿クレープの撚セ,トは真空蒸

気セットが行なわれている.そこでこのセ,ト条件の相違が風合いにどのように影響するかを

検討した｡またクレープの見合いとして重要と患われる因子についても調査した0

2.実崇供試料

2.1製織条件

密　度　経　65*/254cnL.　捧　55*/254伽

栽通巾　1 58cnE

抱上巾　1 52cA

仕上巾　1 07成

2.2　原糸　経緯共綿糸408/1

2.5　撚.撚セ,ト条粋

R1　80℃　20分　地撚共　　2189Tjil

R2　日0'C　20分　　8　　　216DTd

Ro15 120'c d0分　　u　　　2177Td

(検定の結果撚数の有意差はない)

2.4　シポ出し温度　　80 - 90℃

3.実負方法

5.1綿クレープ(肌着)の風合いについて重要と思われる因子の調査

綿クレープの製造に従事する人(高島晒(協)の技術員) 7名に日本韻維機械学会編｢布

の風合い｣P 7 7付表血はり生風合として挙げられている6 6項目より綿クレープとして必

要な風合いの要素となるものを1人について5項目程度を選んでもらったその結果は次のと

おりである｡

項　　目

柔　軟　な

8g



さらっとした

シャリ味のある

ストレッチバ,ク性のよい

ラ　フ　な

きめの細かい

しなやかな

やわらかい

しゃきっとした

伸縮性のある

なめらかな

こしがある

ぬめりのある

表面がやわらかい

いきいきした

フィ,ト性が良い

引きしまった

4　4　5　5　5　2　2　2　2　1　1　1　1　1　1　1

5.2　綿クレープの風合いについての実験

官能検査(一対比較法)を前記高島晒(協)の職員6名により4･1の主要項目について行

った0

4.実鼓緯果および考察

4.1主要項目

5. 1の調査結果より次の主要項目を選んだo

(1)伸縮性のある　　　　　　　　　(4)ラフな

(2)さらっとした　　　　　. (5)シャリ味のある

(3)柔軟な

そして全般的に見て(6)クレープとして良い風合いの占項目について官能検査を行った0

-対比較法(十致性の係数fLによる)

∑-nc2 X tC2+三mij2-n∑ a!iJ.
Ⅰ>i I>t'

〟　=

2∑

nC2 ･ tC2

より求め次表を得た｡
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-1  (但しn:人数. i:試料数)

項目 倅��′一 

(1)伸縮性のある �#��-0.ll 

(2)さらっとした 鉄"｢�0.42 

(3)柔軟な �#b�0.16 

(4)ラフな �#R�0.02 

(5)シャリ味のある �#"�-0.02 

(6)-クレープとして良い風合 �#弔�a29 

∑0.肪-50　　　　∑0.1 -29

∑ ≧∑ D.D5 → 5帝の危険率で十致性がある.

4.2　考　　　察

(2)さらっとしたの項目で十致性(5多)があり.必2 →JGl →JK5の頓であったo

また(6)クレープとして良い風合いの項目でも⊥致性( 1 0車)があり. Ro.5 →JGl →

瓜2の噸序を得た｡その他の4項目については一致性が認められなかったが. (3)柔軟なとい

う項目についてはM5と他の識別は出来ているけれどJKl. K2の鼓別はできなかった｡故

に柔軟性についてはR0.5が他に比し目立っていると考えられる｡また. (4)ラフなという項目

についても同様に考えられ.必1が他に較べて目立っていると考えられる｡このように概略

の実験であるけれど;撚セ,トの条件が仕上がり後の綿クレープに影響しているという事実

を得た｡しかしクレープ放物として重要なシボの形状や物性の試験.また糸切れ,スナ-ル

などの製織性の問題などは後日の研究にゆだねたい｡

8)座春団,布具地のノーホルマリン加工

主査　前　川　幸　次

1.緒　　　言

耕錐素系繊維は吸水性にとみ.われわれの衣生活からはなすことのできない素材であるが,

欠点として吸水の結果紋経の膨潤現象に上b軸方向の収栃が大きいためにその製品の寸法の安

定性.型くずれが問題となるoまた,夏用衣料として強糖によるシポものとされているために

撫少の解撚力による収縮がかさなb大き夜型くずれを起こす｡これらの欠点を改良するために

従来から物理的方法,化学的方法が用いられてVlる｡物理的方法としては熱を使用し最披的に

充分在席蔵を与える方式.化学的方法としては.アJt,カT)による七,ト.樹脂缶用ハる加工が

あるo ｢般的には後者の樹脂を用tハる方法が多く用いられている｡これらの樹脂加=には素材

欠点をカ′く-する改質用樹脂と素材の風合を改良する調整用樹脂があるo改質用材指は樹脂モ
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ノマ-の分子が小さく素材の非結晶部まで入b熱処理の過雀におVlてこの分子が結合し巨大な

分子とをb.また素材中の活性基と架橋結合を起こし防縮.防しわの効果をだすoまた.風合

詞養用として仕分子自体大きく素材表面を被うことにより.平滑性などを付寄するo改質用樹

脂の主なものは,メラミン,尿素.グ.)オキザールなどを主成分にホルマl)ンにエb架橋結合

をし繊維の改質と非結晶部の結晶化をおこなっているがこの反応過程中の余分をホルマリンま

た反応の進行とともに分解遊離するホ)Vマ.)ンが残留してくるo今回の法律をもってこれらの

ホ/レマ.)ンの殊留圭が規制されてきたために従来もちいられていたこれらの熱硬化性の棚旨は

使用が不可能ycなれ製品々質の維持が困難になったo

ゆえに低ホルマ･)ンの樹脂.仕上剤,加工法の開発が大切になって卦b.今回座布団地l夜

具地との製品について従来以上の防府性とノーホ′t'マ1)ンを主に検討した0

2.供　試　料

経　糸　　綿糸

捧　糸　ハイポラン加工糸　55DT^nB　追撚

密　度　クテ　64*/254cm

ヨコ　-45#/2.54CnL

3.樹脂加工による防溶性と残留ホルマiJンについて

従来の樹脂は前述のようなものを

主掛こした加工剤であったが,これ　15

らl池口工条件も得やすくまた反応性

にとみ効果もきわめてよいがホルマ
収

リン含有が非常に高い欠点がある｡

しかし,現在市販の樹脂中にこれら

の誘導休が開発され低ホルマ.)ン.　瀬10

或いはノーホルマリン系の改質樹脂

がある｡これらの主なものにグリオ

キザール系のものがある｡今回この
率

馴旨を主体として2 -5実額を行い･　5

その加工布の防縮性.残留ホルマリ　(¢)

ンについて検討を加えた｡

図1.2はグ1)オキザール系の各濃

度における防縮性と残留ホルマリン

である｡これらは繊維素反応型で効

果も良好であるがホルマリン圭も多
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3細川 NS-15
.A)

｣SN

NF-1 15SP

6　　　　10　　　　15

図　　　　　　1

い.図中(2). (3)は(1)の誘導体であり.部分

エステル化されたものであり.反応が(1は

り低下するゆえに使用濃度を(1)より高くし

なければ同様の効果は得られがたい｡ (3)の

樹脂は乳幼児用樹脂として開発されたもの
ホ

でホルマ.)ン量がD啓のものであるo Lか　Jt'

し,その効果はNS-16(部分エステル化)マ

より低いゆえに同一効果をえるためにはき　　り

らに高浜度の使用が必要である｡これらの　ン

削旨について布上の残留ホルマリン量を測

定すると図2に見られるようにNS115は

1000押m以上残留しまたNS - 16はAOOEPm

残留がみられ両樹脂とも使用濃度の増加に

より残在するホルマリン圭も増加する｡特

にNL- 15はその傾向が著しいo NF-115

SPは効果が低い反面布に教習するホルマ

リン圭は少なく1OfP叫匡度であり使用樹脂

濃度の増加によってもその豊は大差がない｡

樹朋甜口工において特に加工後の布見合い

が変化するもの.あるいは特殊な風合いを

要求される場合に風合調整剤としてもちい

られる樹脂がある｡

これらの風合調整剤の中にはホルマリン

含有のほとんどないものがあり,その観成

･成分はポリアクリル系.ビニール系.ポ

リアミン系が多い｡これらは前述のように

物理的な効果面にとはしいが柔軟平滑性に

すぐれている｡しかし.熟硬化性樹脂との

6　　　　10　　　155

図　　　　　2

併用により防縮性の効果もでて来ることが

考えられるoこの熱処理過程において添加剤の不溶解任の転化があり.素材表面に耐水性の皮

膜を生成することも防縮効果を上げることができる｡図5.4はこれらの加工に掛する加工布の

防縮性･ホルマリン圭の関係であるoアミン系においてはその濃度増加により防縮効果があら

われるがアクリル系においては濃度増加による効果は見られない｡またポリビニールアルコー

ルなどの合成樹科はアミン系と同様濃度の影響がある｡糊科.刷旨の種類からみればV鋤}･よ

く-アクr)ルが次によいが.アミン系においても沸度を高めれば同様になる｡しかし残留ホル
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5　　　　　　5　　　　　　9多

国

#

0　　　4　　　6　　10　　14

NF. 115SP

囲　t　　　4

94

NF.115SP. 104

5　　　　　　95

軒t

収

率

.′

0　140　　　　　1d] ℃

図　　　　　5

マリンについてみるとアクリル系は濃度の増加とともにホルマリンの増加がみられる｡

また､この合成糊料はアセタール化などの反応性にもとみ現在不溶化剤が市阪され-郵便用

もされているが､これによる効果を検討したのが図5である.熟による不溶化効果より不溶化

剤の添加による効果がすぐれており.また乾煉時の温度は高いほどよい結果を得たo不帯解剤

の濃度すなわち添加量の効果は低温乾燥においてその影響がみられるが､高温乾燥ではあまり

濃度の影響はみられなかった.しかし.残留ホルマ.)ンを測定すると前述の樹脂のうち(3)より

高く25 -55Ipmが検出された｡

4.倍ホルマリン化加工について

従来の含有ホルマ1)ン樹脂は効果もよいが残留ホルマリンが多く今後の使用が問題であるが

脱ホルマリン化によりホルマリン問題の解決の糸口であるが.脱ホルマリン化のハードキャリ

ング.ホルマ.)ンキャッチJr等について検討した結果が図6.7.8である｡
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図　　　　6

160　1 65　175　1缶　1950

熱処理温度℃

図　　　　7
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樹脂としてグリオキザール.エステル化樹脂の1 5東を使用した.熱処理温度をかえ5分間

処理後の残留ホルマ1)ンを測定した. 1 85℃atからホルマI)ン低下がみられ.さらに温度を

195'Cにあげると40再任のホルマリンが除去できる｡ホルマリンキャッチャーについて添加

濃度をかえ同様にして行った結果である｡添加量が多いほど除去率も高い｡

5.合成繊維の勲セット性の利用による防縮効果について

合成繊維の特徴の一つとして熱により形態固定ができることである｡この熱圏定を応用し撚

止めとのセットが行われているoこの熱固定は温度条件により1時固定と永久固定が可能であ

る｡ ｢殻に簡単な撚止めは.低い温度における一一.時固定であり.永久的な固定になると繊維の

種類により異なるが高温を必要とする｡これらの熱固定の熱源として熱湯(水中).湿熱(慕

気).乾熟の5種の加熱条件があるoセ･yト性の効果はそれぞれの熱源の熟エネルギー.容量

により異なり.熱湯が低温で効果がよいが乾熟になれば前者よりかなり高い温度が必要になる｡

たとえば.ナイロンのそれぞれの熱源による最適温度条件をみると熱湯98℃蒸気で151℃.

乾熟で225'Cである.今回の実額で合成繊維として多く使用されているポ1)エステル.あるい

180　　　　　2∝) ℃

図　　　　9

また,熱処理条件の時間に関して検討

した結果が図1 0であるが,時間の長短

によるセット性の差はそれほどなく防縮

効果としては時間より温度の効果が大き

い｡図1 1. 12はアク.)ル系の繊維を

用いた布の各温熱こおける防縮性である｡

この図からみると1 60℃位において熱的

効果の転位温度がみられる｡時間のセ,

ト効果におよはす影響についてみたが前

者と同様大差がみられず時間が長いほう

がわずかによいていどである｡
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6.緒　　　言

低ホルマリン.ノーホルマリンを目的にした座

布臥夜具地の加工について実蕨を行ったが従来

同様の防縮性を維持するためには糊仇緯糸素材

に熱固定の可能な繊維の使用が必要である｡糊付

を主体にした仕上方法については糊剤を合成槻剤

とし.さらにノーホルマリンの熱硬化性樹脂の併

用が必要である｡これはいままでの柳剤.樹脂で

は含有ホルマリン卓が多いためハードな熱処理お

よびホルマI)ン補集剤の添加が必要であるが.そ

の量が多いために規制値に近づけることが困難で

あるo　ノーホルマt)ンに近い仕上法としては､

ポ))ビニールアルコール糊剤　　　　5感

熱硬化性樹脂(NF.115SP) 10虜

処理条件　　　Pi攻up lO0-120妬

予備乾壕　105℃　　5〝血

熱処理　160.C　　5m血

以上の処理において収縮を充分防止し,従来の

硬仕上と同様の風合が得られ､さらにホルマリン

も10押m以下にとどめることができる.

160　　　　1 80℃

2　分

図　　　　12

また,棚旨を使用しをいてデンプン系の糊剤のみででの仕上げには捧糸素材に合成繊維を使

用し.その勲セット性を利用することでその目的を達成することが可能である｡熱セット条件

吐使用する素材により異なるがポt)エステル系では訂0℃以上が必要であれアク1) JV系で

18ロ℃位力泌要であるoまたセット時間はそれほど大切でなく,温度管理が大切である｡ただ

し20ロ℃近い高温における熱セットでは染料の昇華.変色とが発生Lj5品価値を低下せしめる

おそれがあb ,低温でセットが可能を素材の使用が必要であるo実験結果からみると仕上げの

見合.肉付けとから7ク1)ル系などが適当であると思われるが.撫糸後の撫止め条件が制限さ

れ　この場合一時的熱セットが不可能であれ　2帝位の合成糊料による糊付けによる抵止めを

行わなければならない｡
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5-2　染級デザインに関する研究

主任　嶋　貫　佑　-

継続事業として本県特産の夏場製品麻ちぢみふとん地について消費市場での動向を調査研究分

析し.次季向きの製品づくりのため参考資料として発表し,また新しい市場性を開拓する意味で

の意匠デザインの創作研究を行った｡併せて次季向きの流行予想色の諏査研究発表を行った｡

1)創　作　図　案

本年は地域的に関東･中京･関西.その他について7月～8月にかけてアンケート様式によ

る調査を行ったが.その概要は次のとおりであった｡

調査結果は全般に夏場商品の本命として麻ちぢみについては相変わらず根強い人気があろと

いえる｡デザイン的には各市場とも共通性が多く､柄行では草花柄･割付構成柄･古典更紗柄･

抽象感覚柄･風景山水柄･総柄の噸になっており.色目の点では主体となる地色はプJL,一系･

グ1)しン系･ブラウン系･グレー系･ピンク系等の頓で.それらの地色に対する色使いは2-

5色使いの単彩な方向が見られた｡

デザインの創作研究については従来からの和式的な感覚に合わせて時代の流れに沿ってイン

テ.)ヤ的感覚をも加味した研究を行い1 8月中旬にアンケート調査結果と併せて発表報告を行

った.発表作品( 5 0点)は次季向き製品づくりのアイデア資料として業界に希望配布し.輿

品化されたものは好評を受けた｡

流行予想色の調査研究については.日本流行色協会資料を参考にし.産地向きの予想色を選

択調整し.資料として業界-配布岸供した｡傾向としては全体的に鮮やかで生々とした感じで

クールな感覚の色謁といえる.清色系の明るい強い色調かあるいは暗い色調かのはっきりとし

た方向が見られ,濁色調は後退の傾向にある｡
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結果シポが小さい割に蕪すじがでにくく.梨地風で良好な変りちりめんの試作ができたo⊆ 
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目的一越ちりめん風で収縮の小さいちりめんの試作○ � 

①原料経糸27ヰク5本 � 

蔓韓糸を27qX9本.-.-.52[D%1.S(50虜) � 
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緯糸⑤27中X9本-･･･ 520OT血･Z ( 50勿)

配列④⑧⑥⑧

蔑　缶y5.78cm　5ツ入

韓密度　価*/5.78C7n

長×巾×重　12.5mX56.DcnLX681P

②　原料　経糸④27中ク5本　⑨27中J4p4本

配列伝)④(む⑧

梓糸　①と同じ

歳1DDTy5.78珊　2ツ入

樺密度110*/5.78cnL

長×巾×重12.5m×56.OcnLX717P

結果　従来の十越ちりめんと比べると.綾方向における締みが( 9.0-10.7感の収縮率が1.0

-1.5東)少なくなり.また腔も相当向上したちりめんの試作が出来た0

5)杉綾風古代ちりめん

瀬当技師　鹿　取　善　寿

〟　　　　川　島　　良　子

目的　古代ちりめんのシボを生かし,縮まない本古代風ちりめんの試作｡

原料　経糸　27中ク5本

韓糸①42中× 10本･･-･2600Tj血･S(57. 0串)

②42中X4本･･･- 500ち丘l･S

⑨42中× 1D未.･-126mTh･Z(57. 0東)

声汐u①②①㊤③②⑨㊤

麓　が3/5.78m 5ツ入

簿密度　75Ty3.78 C7R

長×巾×重　12.5mlX5占.OcnLX750P

結果　従来の古代ちりめんと比べると.比容積も高くなり.しぼが移綾に似た形で現われた特徴

のあるちりめんで.また縮みについては若干良くなった｡

4)夏向婦人服地

担当技師　塵　取　喜　寿

〟　　　　川　島　　良　子

日的　シポの持つ涼感と麻の風合いを生かし､シポの出る方向を特殊な製織法(特許出願)に

110

おいて制御することによって･シボを織物の表側や裏側に適宜出させ.それによって､自然

にシボを出したり.織物の片側へのシポや･両側-のシポで柄をだせる服地の試作｡

原料　経梱エステル65帝麻55帝混10OFyl

⑧綿糸408/1追撚120帆血･Z

配列④④④④⑧⑧⑧⑧

緯糸,461 -m7･--･･凝糸と同じ

A68･･･-I.･エステル65感.綿55帝混558/1.および追撚1皿0%l･Z

配列.桂と同じ

蔑　5433/2.54cy1 2ツ入

通巾127.6cnL(R1.5.5.7 )

u 157.ロom(K2.4.6.8 )-･･･,シlランク加工

長×巾×重1[D nLX92.OcwIX ll.1kg(普通仕上)

100仇×92.OcmX14Dkg(シ1ランク加工仕上)

結果　仕上後の織物は平組織でありながら.シポが織物面から出る方向を任意に作れ.市松風や.

片面に全部シポを出したもの.その他与れぞれを組合わせたものなど.自由にシボを制御す

ることができた.また.シポの持つボ1) 3L-ムと,麻の感じがマ,チした新規な婦人服地が

試作できた｡

5〕甚　平　地

義夫子息貞良村川島木中川

誓〝

1･目　的　涼感ある甚平地を試織するため.収縮率･染色堅牢度と.練糸種､撚数を検討し.

適晶の業界普及をはかる｡

2.設計概要

(1)租織　原糸　経　綿　5ロB/1　　線　表lとおり

密度　経　283a/254m　　緯　　n

巾　　通し巾105C7R.織上巾100cm　仕上巾　表1とおり

組織　平織.使用撒横　醇本式自動織機

佑12545　占

麻6DFyl

ポリエステル麻5SV]
レーヨン麻

ポリエステル綿　SDFyl

表1練糸の糸種.密度､仕上巾

糸　　　種　　　　　密　度

ポl)ノジック麻　AOS/1　4dy254m
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(2)準備

経糸糊付　デンプン

ポバール

ヘッド n……)
→　乾燥温度90℃.チーズサイザー

撚糸　イタ.)一式撚糸機を捷用する予定でポリエステル麻d]/1 ･ 70dTh　を施したが毛

羽立が多いので柄Aの燃ものだけで他は])ング撚糸機を便乱(カードオイル1･5虜

湿式).平糸はチーズサイダーにより糊付(ポパール　5-5唾液)

撚留　蒸セ,ト機(90℃･ 43min)

(3)軽理仕上 毛　焼　き

1

湯　通　し

1

しぼ出し(40'C　手モミ)

糊　　　付

I
絞　　　り

l

乾　　　燥

シボもの

ヒートセクト

製　　　品

柄による縫糸配列

㊨

うぐいす2＼/2＼/2＼

紺　　　　2　15　　4

茶

㊨

112

8

＼′
1

(

水軟化ナトリウム(16o Be

浸漬　　　常温　　5 min

申和一硫酸　( 5a/A )

可塔性デンプン

ゼラチン

柔軟剤(ライトソフター)

平滑剤(サイロンパウダー

＼.1ノ
11mリ

＼Ittノ
帝　藤一争一骨

5　2　1

2　nu nu nu

Eid

(マンゲル　　絞り率105番

(
シ1)ンダー乾燥機

ピンテンター　　120℃,

- (ピンテンタ-　18〕'C

2      2

/＼8　4/＼15

＼ノ
1

2うぐいす2＼入1人2人｡入5人了ヽ
紫　　　1

計　川　粥　2

dm in)
4min )

紫　紺　緑

茶　　5

2　　2

㌔/㌔/＼
2　　　2　　　4

＼
黒　　　15

紺　茶　青

4　　5　　2　　　2　　　2　　2　　5　　2

㌔/＼ノ＼/＼ノ＼ノ＼ノ＼/＼/㌔/
2　　　2　　　2　　　2　　　2　　2　　2　　2　　2

5　　　5

＼,1＼ノ＼ノ
2　　　2　　　2

8/
＼
8

＼/＼2

2

5

ノ＼
5　　12

㌔ 4 5　2　2　5　4　8 4 5　2

＼/＼/＼/＼/＼ノ＼/㌔/＼/㌔/＼ノ＼/
2　　2　　2　　2　　2　　2　　2　　2　　2　　2　　2

計

6

52

18

2  5  4  8  4  5  2

ハ/＼/㌔/＼′＼/㌔/㌔/2＼/5＼/4＼/8
2　　　2　　2　　2　　　2　　2　　　2　　2　　2　　2

(4)染色条件

セルローズ繊維側染料配合

柄Aうぐいす 紺 慕 磐霧WF�&V覽ｹ�v�$sI{��

MikethreleOli▼eGreenB2帝 

Miketh柁neDarkBlueBOA8兎 

MikethreneGreyGG4弟 

MikethreneBrOyn5B1兎 

Ni血thr血eBrownGG4飾 

柄Bうぐいす 磐霧WH,､w&VV萼I8ﾂ�

紫 磐霧WF�'&TF�ﾆｴ&ﾆﾉF4$��Y6��

Miketh佃eDazkBlueDB2妬 

MikethzezeG呼M4帝 
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柄C芸NNiih=tt慧GG=芸R44芸誓工実.欄こよる処方(セルロー棚) 

MikethreneDarkBlueBOAD.5帝染色バット染料Ⅹ感(0.W.f) 

Mikethre蛇DazkBlueDB1虜.苛性ソーダ(dDoBe)15mB^B 

緑Mikethre虻0li,eGr飴.lB5帝ハイドロサルフTイ卜dP/A 

柄D茶MikethrezNeBrownG4勿還元温度50-60'C 

黒Mikethre蛇GreyMd感染色温度50-60℃童話 

MikethreheBrown5B5虜染色時間50min.き i 

Nihnthr缶冶BrownGG1虜浴比1:201 

育MikethreheGrqM1.番但し麻繊維については均柳樋加. 柄E紺NihonthztuGr町MR4東レガールVLoilP'/B■ 

Miketh池eDazkBltcBOA2車酸化(空気) 

…室董藁DG:Ba蔓-n芋u5eGBGD~B享董一章…=:一一豆叫ケン,Y,B喜一 
柄F黒:li:tt:r崇,-qwnMSB55言葉三一ダ冨三op;Bin 

Nihonthre嘘BrownGGl虜i;≡…温度dO'rJ 

誓蓋li;≡-:eD,Ga護yBB;ul芸:A22…賢'≡#,jl仕_:ロ_ト油｢,称.要一 

ポリエステル繊糾染-合例ュ 

柄ADianiエFastNav.yBlueBN8藤乾燥盲も DianiⅠFastBluERN5虜2)分散染料による処方(ポ1)エステル混紡糸) 

DianiⅠFastRedB5虜染色(高温高圧染色)分散染料Ⅹ感(0.W.f) 

柄C,ianilFastNa,yBl雌BN6啓7分散剤(デイスパ-TL)0.2Y,8 

DianiⅠFagtBlteRN5解均染剤(デイスパーⅤ00)0.27/B 

DianiエFaStRedB5妬酢酸nlP/B 

柄DDianiⅠFaStBrownGR5虜温度120'C 

⊆DianiⅠBla攻BN6承時間60m-in l 
l E柄EE慧:≡;:よB冨芸nGR58冨ソてグ 

那:慧…;aiB-wnGR54芸油剤l仕上 

乾燥 
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鉦 

責享 

5.各藩試験結果(3)摩擦試厳JⅠSLo849Ⅱ形荷重5し肘 
`~.チ (1)洗濯試崇JⅠSLo844A-2法無処理アルカリ処理 

無処理アルカ.)処理ABCDEFABCDEF 

変退色芸;.;…≡≡芸…≡ー≡≡芸当;､…平芸;5524-l5;;;;24-yf,;4,;45,54: 

平汚染木綿55555-5555555-~卜シ乾4-544-54-5,㌔4-5㌔㌔㌔555 

毛555555555555ボ湿55555555_55.55 

変退色555555555555 

撃S=L,48=48A=B=554=5…4=5肝十…=-{∴二(4'≡議芸義盛軍書壷 
頬処理アルカ.)処理シポ555555555555簸 

ABCDEFABCDEF賢 さi 

変退色555555555555(5)収縮率試験JⅠSい042D法絢子皇 

平木綿555555'.555555平シポ 

敢汚染i毛555555555555-.無処理アルカリ処理無処理アルカリ処理. 

変退色555555555555一夕テヨコタテヨ.=タテヨコタテLヨコ 

牲シpl木綿555555555555Ad,5-7.85.64.05.95.05.52.6蔓 

ポ汚染l毛5555.55555555-孝一B7.2-&05.24.54.5-5.55.22.6言 

平変芋蓋55555555≡≡≡≡≡≡5555-=妻…;.≡;.4..4655..,2;…54_.;_oOf三≡..;1...≡ 

7V汚染l毛555555555555E7.8-6..6.01.85.5-a45.51.6 

召変退色555555555555事F7.占-5.45.4u55.4-0,75.4Jl.占 

性シ 

ボ汚染警55;555555;;≡55;5555i4.霊感呈出芸ためには働最低7鵬を必要とし.ヒ_トセ臓.即まで上声=l 

げれぱI収縮率は良好な結果が得られた.i I 

r染色堅牢度はバット.分散染料とも各種試験どおり艮軌ヒートセット時の180.Cの温厚寸 

にも耐え所期の目的を遷したo 

【 
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占)経緯伸縮クレープの試作結果

試験研究係長　堀　井　利　男

1.ま　えが　き

クV-プはその涼味t　シ′.Y.)感から盛夏用の下着として年令の如何を問わず､広く愛用され

てきたが,近年ヤング層の流行は肌着を付けをhかっこう良さを求めて新しいフTシ′ヨンが出

現して, ｢般化したクV-ブ肌着は今後伸び悩むものと予想され.またこ,トの普及に上って

メリヤス肌着の巻き返しが盛んである｡

このようなことからクV-70の着用年令層がだんだん高令化の方向をたどっていると言って

も過首ではなかろうか｡

本試作は十方向性のイ輔クレープから.経緯=方向性にイ輔佐を有し.かつ寸法安定性を保

持させるためのクV-プを試織したものである｡

クV-プ.yポは一つの柄としての役割もあり, 7ウトウニ7としての用途開発も試みられ.

I--⊥部市場へ出廻っているo Lかし綿クV-プの一大欠陥である寸法.形態の不安定､縫製の乾

かしさから用途開発にも限界が感じられるoこの欠陥を補う方法としてポ])エステルと綿の合

鮭に上る寸法安定性のあるクレープを前回試作したが今回はそれを前進させ経緯二方向に伸縮

性を有L形態安定性のあるクV-プの製造技術の確立によってアウトウエアの進出を一層可能

とするため試験研究を行った0

2.栄職方法

使用原糸　経緯共ポT)エステル占5.ノ親玉混紡糸55′S　　追撚数100OT/u

撚セクト　美空糸蒸機により95'Cで50分行う.

密　度　50本×50本(2.54cn当たり)(経緯共)

巾　　　通巾101 chL.撒上巾95cm.仕上巾72cm

糊　付　経糸に使用する原糸については.整経.製織時の毛羽立防止のため撚止め後1本糊

付法によって施耕し燃止め効果を高めた｡

機竜　ユニサイザ一　糸速10OnVmin

糊剤　濃度　P.V.A　2多

#　　&　44

ロート油　nl飾

乾燥は90℃で4分間

豊　経　部分整経で行ったが最初ク1)-/t'で引き出し法を試みたが､糸解野による′iJレーニ

ングで糸同志のからみ合hが生じ綾語りが発生した.従って転がし方法で行い糸か

らみ,糸切れの発生を防止した｡

引　　通　織機上でノ＼手による経継ぎを行ったが糸からみの発生で手間坂ったが施継ぎ機を使

118
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用すれば,糸端が固定されるので継ぎ易いものと考えられるo

製　織　糸切れ.糸からみ等のトラブルが全くなかったo

仕　上　シポ出しの条件としては出来るだけ高温で行うことが望ましく布の折れ･ジワなど

を発生させをh状態で且つテンション.,ス方式で布を供給する必要があるoこの方

法として巻き戻しながら高温中のSjッカー内へたらしていった｡精錬漂白比熱セッ

ト前と,後のものについて行なったが･熱セッ欄に精練寮白を施したものはl工

程中に発生する折れ.シワが目立ち,勲セット時に残留するため･セット後の精練

加工が望ましho

熱セットはR社のt=･ンテンダー付オーバフィード型熱セット機を使用したo

仕上巾釘Cn,セット温度160℃

オー′くフィード率25弟,熱晩鯨5虜

加工工程別仕上法

(1)精練零白--乾燥-　ヒ一十セット｢オーバフィード25帝〕

(2)ヒートセット(オーバフィード25串)(乾換状態1→精練藻白

(3)精練漂白･-　ヒート七,I(湿潤状態)

以上5種類の仕上工程を試みた0

3.試鼓結果

試作品についてイ棚軌形熊安定性を見るため次の項目を試験したo

①　荷重伸びとその回復率

荷重伸び率と弾性回復率の測定法は次のとお少であるo

巾5軌長さ55mの試験片に2007R間の標線を附し5CWの荷重をt分間吊したときの伸び

率と荷重除去後の額縁闇の長さにエb求めたo (A :熱セット前の精練藩白布l- B :熱セプ

ト後の精練寮白布)

荷重伸び率

最大伸び率(帝) 傴ｴGDﾂ���ｨ�喆,ﾂ�聾芋粥守芽芸 傚�4���･｢�

A B 佝�ｸﾏﾂ�17.5 ��"絣�1.9 ����R�

捧方向 鉄����22.4 �"�#R�0.9 

経方向 �#B���15.9 ��絣�0.65 

緯方向 �#B���12.7 ��絣�0.5 

(最大伸び率は人手による最高荷重時の長さから伸び率を求めたo )
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